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スケ ッ チ で 学ぶ 


美術 解剖 学 


去 光 社 


( 

1 講 間 
を を 合 む イラ ト 電 kW 5 
も る そう し た 手 を 動か し て 学ぶ 人 韻 


華 し た 。 


この 手 の 美術 解 削 学 書 で 最 せ コン バク ト な 43 ペ ー ジ 未満 に まとめ 
た 。 な お か つ 、 ひ と 通り の 運動 器 と 体 表 の 構造 を 系 統 的 に 網羅 し て 
ある 。 ) | 


Part2 で は 、「 美 術 解剖 学 的 TIPS| を まとめ た 。TIPS( 見 方 の コ 
ツ ) は 覚え て お く と 観察 力 が 上 が る 内 容 を 部 位 別に 解説 し た 。 ま た 、 
簡易 骨格 図 や 手 の 解 前 スケ ッ チ な ど 、 い くつ か 実践 で 覚え る 方 法 も 
提案 し て いる 。 


Part3 で は 、「 解 前 クロ ッ キ ー 集 | と し て 、 美 術 解剖 学 も クロッキー 
( 短 時 間 で 素早 く 描 く ス ケッ チ ) に 応用 する 方 法 を 提示 し た 。 こ の 
方 法 は 、 ク ロッ キー で 人 体 を 学ぶ 人 だ け で な く 、 陰 影 な どの ディ テー 
ル が あま り 必 要 な い 、 マ ン ガ 家 や アニ メー ター も 使用 で きる 。 


開 


(reproduce) 


か いぼ う が く 


も し ゃ 


Part4 で は 、「 着 衣 ヌ ー ド スケ ッ チ 」 と し て 、 着 衣 像 か ら ヌ ー ド 
クロ ッ キ ー を 導き 出す 方 法 を 提示 し た 。 こ の 方 法 を 練習 する と 、 コ 
スチ ュー ム の 人 物 像 を 表現 する 時 に 着衣 像 の 上 か ら 人 体 の チェ ッ ク 
が で きる よう に な る 。 


最後 に 、 日 本 に お いて は 、「 人 体 を 正確 に 表現 する た め に 美術 解 
測 学 を 学ぶ | と いう 神経 質 な 時 代 で も 、 地 域 で も な い 。 そ れ よ り も = 
美術 解剖 学 は 、 自 分 で 描い た り 作 っ た り し た 形 に 対し て 納得 する た 
め の 人 体 の 見 方 、 と いう 方 が 近い よう に 思う 。 作 品 を 作っ て いる と 、 
自分 が 表現 し て いる 形 が 、 良 い の か 如 い の か わか ら な いこ と が し ば 
し ば ある 。 そ うし た 時 に 、 美術 解剖 学 は 良き ガイ ド と な る 。 形 や 構 
造 を 知っ て いる と 、 表 現 で きる 。 表 現 で きる と 、 納 で きる 。 まう 
し た 小さ な 充実 感 が 、 長 い 作 家人 生 を より 豊か な NNWW4 
は ず で ある 。 「」/ 
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最短 で 学ぶ 
放 美術 解剖 


解剖 学 の 情報 は 実に 多岐 に わた る 。 そ れ ら を 、 
より 効率 的 に 取捨 選択 し て 、 計 40 ペー ジ 奈 り 
で まとめ た 。 細か な TIPS 見 方 の コツ ) や トリ 
ピア を 学ぶ 前 に 、 この 内 容 さ え 押 さえ て お け ば 、 
お び た だ し い 情 報 に 右往左往 せ ず に 済む 。 


人 体 の 基本 区 分 


耳 介 
… 部 
項 部 類 部 
(うな じ ) ie 

上 束 部 顕 先 

足 背 り 顎 

ンー ーー 折 
貴 


解剖 学 で は 、 人 体 の 姿勢 を 定め 、 領 域 ご と に 区 切っ て 学習 し て いく 。 ま た 、 解剖 学 で は 、 手 の ひら を 前 に 向け 
て まっ すぐ 立っ た 解 宮 学 的 正 位 が 基本 姿勢 と し て 採用 され て いる 

解剖 用 語 は この 姿勢 と 図 で し た 領域 区 分 に の っ と っ て 命名 され て いる 。 従 っ て 、 解 剖 学 を 初め て 学ぶ 際 に は 
ボー ズ の つい た 姿勢 で は な く 、 解 剖 学 的 正 位 で 学習 し た 方 が 位置 関係 な ど で 混乱 が 少な く て 済む 


中 枢 (G 近 位 ) か ら 未 槽 ( 避 位 ) まで の 関係 性 を 把握 で きる よう に な る と 、 教 科 書 を 読む 順序 や 、 筋 の 付着 部 を 
覚え る 際 に 便利 で ある 。 そ れ だ け で な く 、 バ ラバ ラ に 覚え た 構造 が 頭 の 中 で 全体 像 に 統合 し や すく な る 。 
骨 や 筋 の 場合 は 、、 お お むね 「 背 骨 か ら 指先 ]、「 胸 か ら 頭 、 顎 先 」 の 順番 を 意識 し て お く と 良い 。 


基本 動作 を 示す 模式 図 実際 の 動作 を 示す 図 


外 転 、 内 転 な ど 解 剖 学 の 基本 動作 の 呼称 し さま ざま だ が 、 大 きく 分 け て 次 の 3 つ に 集約 で きる 。 

1 : 曲 げ る 伸ばす 2: 開 く ・ 閉 じ る 3: 回 す 

これ ら の 組み 合わ せ で あら ゆる 動作 が 表現 で きる 。 解剖 学 の 基本 動作 は 解説 の た め の 特 殊 な 動作 で 、 実 際 の 動 
作 は 全身 が 関与 する 。 
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で 
党 
ぶ 
半 
前 
学 


バッ 


全身 の 骨格 


内 側面 


固 
1 
未 


と を 「 骨 」、 複 数 の 骨 が 連結 し た 状態 を 「 骨 


ラ の 骨 の 


ラガ 


骨 は 解剖 学 の 基本 で 、 人 体 に は 大 小 200 程度 ある 。 バ 


格 ] と 言 


さ を 規定 す る 。 


上 肢 や 下肢 で は 主 に 長 


う 。 


骨格 は 人 体 の 外形 の うち 、 体 幹 で は 主 に 幅 や 奥行 きま とい っ た ボリ ュー ム を 、 


個々 の 骨 を 学ぶ 前 に 


まず は 全身 の 外観 と 体 幹 、 上 肢 、 下 肢 の 配置 を 知っ て お 


骨格 、 緑 : 下肢 の 骨格 


色分け 黄色 : 体 幹 の 骨格 、 青 : 上 肢 の 
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体 幹 の 骨格 と ラン ド マ ー ク 


chr 


体 幹 の 骨格 は 春 住 、 頭蓋 旧 、 助 甘 、 胸 昔 か ら な る 。 背 員 で ある 人 奇 往 は 、7 個 の 妥 椎 、12 個 の 胸椎 、 5 個 の 腰椎 、 
1 個 の 仙骨 、 3 一 4 個 の 尾骨 か ら な る 。 頭蓋 骨 は 23 個 の 骨 か ら な る が 、 個 々 に 解説 は し な い 。 助 骨 は 12 対 あり 、 
胸骨 は 3 個 の 骨 か ら な る 。 助 骨 と 胸骨 に 胸椎 を 加え た 骨 性 の カゴ を 胸部 と 言う 。 

図 に は 、 覚 えて お く と 便利 な 用 語 と ラン ド マ ー ク ( 体 表 か ら 確 認 し や すい 箇所 、 赤 い 範囲 ) を 左 半身 に 赤く 
示し た 。 


色分け 水色 : 軟骨 
赤 : 体 表 か ら 観察 また は 触っ て 確認 で きる 部 位 


| 辿 誠 し 知 綴 寺 生 守 


ジン た SNSN 」 
NNNYP 
へ 高 G きり 
ツン 
の 


SN 
we 
回 
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上 肢 の 骨格 と ラン ド マ ー ク 


四肢 の 骨格 は 、 領 域 ご と に 覚え る と 位置 関係 が 把握 し や すい 。 

上 肢 淀 ( 肩 ) : 鎖 上 、 肩 甲骨 

上 腕 : 上 腕骨 

前 腕 : 機 骨 (親指 側 )、 尺 骨 (小指 側 ) 

手 : 手 根 骨 (8 個 )、 中 手 骨 (5 個 ) 

指 : 基 節 骨 、 中 節 骨 (親指 以外 )、 末 節 骨 

図 に は 、 覚 えて お く と 便利 な 用 語 と ラン ド マ ー ク (赤い 範囲 ) を 示し た 。 


に 


暫 
学 
ぶ 
和 
角 
学 


彫刻 の 肩 か ら 先 の 腕 と 
骨格 の ラン ド マ ー ク 
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下肢 の 骨格 と ラン ド マ ー ク 


下肢 の 領域 ご と の 骨 は 以下 の 通り 。 

下肢 帯 ( 懇 ) : 寛 朋 (左右 の 寛 朋 は 仙骨 と 連結 し て 骨盤 と な る ) 

大 腹 : 大 朋 、 膝 蓄 骨 

下腹 : 膝 骨 、 肝 骨 

足 : 足 根 骨 (7 個 )、 中 足 骨 (5 個 ) 

貴 ( 足 の 指 ) : 基 節 骨 、 中 節 骨 (親指 以外 )、 未 節 骨 

図 に は 、 覚 えて お く と 便利 な 用 語 と ラン ド マ ー ク (赤い 範囲 ) を 示し た 。 


| 


美術 作品 の 下肢 と ラン ド マ ー ク 


の 


体 時 の ge の) 


の 関節 と 動作 


体 幹 の 骨格 の 模式 図 


前 か ら 見 た 硝 柱 と 助 骨 


前 か ら 見 た 第 1、2 天 


PES 


助 骨頭 関節 椎 間 関 節 助 横 突 関節 


後ろ か ら 見 た 脊柱 と 助 骨 


と 頭 蓄 骨 の 断面 


首 の 動作 ( 天 椎 後頭 関 節 、 間 電 関 節 、 委 椎 の 動 作 ) : 音 を 曲げ る 、 反 ら す 、 頭 を 傾け る 、 頭 を 回 す 、 豆 
を 前 に 出す 、 顎 を 引く 。 


脊柱 の 動作 : 体 幹 を 曲げ る 、 伸 ば す 、 横 に 傾け る 、 回 す 。 胸郭 の 動作 : 息 を 吸う 、 息 を 吐く 。 


320 


上 肢 の 関節 と 主 な 動作 


手 根 中 手 関節 (CM 関節 ) 


うし ゃ 


中 手指 節 関節 (MP 関節 ) 


い と ん ちん 


近 位 指 節 聞 関 節 (PIP 関 節 ) 


を ん 


位 指 節 間 関 節 (DI 関節) 


肩 の 骨格 を 上 か ら 見 た 図 


胸 鎖 関節 (胸骨 と 鎖骨 の 連結 ) : 腕 を 水平 より 上 げ る 、 肩 を 上 げ る 、 肩 を 前 に 出す 、 後 ろ に 引く 。 上 か ら 見 
た 図 は 、 左 か ら 通 常時 、 肩 を 引く 、 前 に 出す 。 


し ゃ っ こっ 


肘 関節 (上 腕骨 、 機 骨 、 尺 骨 の 連結 ) : 手首 の 関節 ( 機 骨 手 根 関節 ) : 
肘 を 曲げ る 、 伸 ば す 、 前 腕 を 回 す 。 手首 を 曲げ る 、 伸 ば す 、 機 骨 側 に 曲げ る 、 
尺骨 側 に 曲げ る (P14 参照 )。 


き ぷ 、 


指 の 関節 (中 手指 節 関節 、 指 節 間 関 節 ) : 指 の 股 を 開く 、 閉 じ る 。 指 を 曲げ る 、 伸 ば す 。 
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ト 肢 の 関節 と 主 な 動作 


仙 腸 関節 
股関節 
時節 間 関 節 距 計 関節 
の 骨 結 人 (IP 関節 ) 
人 
膝蓋 大 有 (MP 関節 ) 
有 上 関節 
ショ パー ル 関 節 
リス フラ ン 関 節 
腰 肝 納 帯 
中 足 時 節 関節 
(MP 関節 ) 
距 朋 関 節 時節 問 関節 


( 足 関節 ) 近 位 時 節 (IP 関節 ) 


各位 時 節 間 関 委 
(DIP 関 節 ) 


下肢 の 関節 の 模式 図 


股関節 ( 寛 骨 と 大 脳 骨 の 連結 ) : 大 尿 を 前 に 出す 、 後 方 に 振る 、 脚 を 開く 、 閉 じ る 、 大 腸 を 回 す 。 
膝 関節 (大 朋 骨 と 膝 骨 の 連結 ) : 膝 を 曲げ る 、 伸 ば す 、 膝 を 曲げ た 時 に 下 性 を 回 す 。 

距 用 関節 ( 足 関節 ) : 足首 を 曲げ る 、 伸 ば す 。 脚 の 外側 緑 を 上 げ る 、 内 側 縁 を 上 げ る 。 

足 の 指 の 関節 の 役割 : 指 を 曲げ る 、 伸 ば す 、 開 く 、 閉 じ る 。 


9) 
8) 


SI 
4 


足 を 地面 か ら 浮か し た 脚 の 屈曲 地面 に 足 を つけ た 脚 の 屈曲 


手足 の 指 の 運動 軸 : 

手足 の 指 は 軸 指 を 中 心 に 開閉 する 。 
軸 指 は 手 が 中指 (第 三 指 )、 足 が 人 
差し 指 (第 二 指 ) と 覚え て お く と 、 
表現 する 際 に 便利 で ある 。 


環 琴 | ミ 


ぶ 


6 


術 


ey 
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筋 は 骨 と 骨 を つなぎ 、 収 縮 す る こと で 動か す 軟 部 組織 で 、 全 身 に 約 600 ある 。 赤 い 筋 線維 は 収縮 し て 膨らみ 、 
骨 を 動か す 。 和 白っぽい 膝 は 弾性 が あり 、 骨 と 筋 線維 強固 に つなぐ 。 

筋 は 人 体 の 外形 の う ち 、 主 に 膨らみ や 溝 、 体 格 を 規定 する 。 個々 の 筋 を 学ぶ 前 に 、 ま ず は 全身 の 外観 と 体 幹 、 上 肢 、 
下肢 の 配置 を 知っ て お く と 個々 の 位置 関係 が 覚え や すく な る 。 


色分け 黄色 : 体 幹 の 筋 、 青 : 上 肢 の 筋 、 緑 : 下肢 の 筋 


っ 6 


体 幹 の 筋 群 


色分け と 主 な 動き 


1 オレ ンジ : 表情 筋 群 主 な 働き 表情 を 作る 

2 緑 : 唱 員 筋 群 主 な 働き ノロ を 開け る 、 顎 を 動か す 

3 水色 : 舌 骨 の 筋 群 主 な 働き / 首 を 曲げ る 、 舌 を 動か す 

4 赤 : 射 角 筋 格 主 な 働き / 首 を 傾け る 、 回 旋 させ る 

5 青 : 固有 背筋 主 な 働き / 首 か ら 腰 ま で を 伸ばす 、 助 骨 を 動か す 、 胴 体 の バラ ンス を 取る 
6 ピン ク : 助 間 筋 主 な 働き / 呼 吸 を する 

7 黄色 : 腹筋 群 主 な 働き / 腹 部 を 曲げ る 、 回 旋 さ せる 


体 幹 の 筋 群 は 上 の 7 種 に 分 類 で き る 。 


1 表情 筋 群 


主眼 や 口 な どの 開口 部 を 開く 筋 と 閉じ る 筋 で 構成 され る 。 左 側 は 目 、 鼻 、 口 、 頭 部 の 筋 群 を 色分け し た 。 


2 昌 喘 筋 群 


頭 部 の 中 で は 最も 発達 し た 筋 で 、 顔 の 外形 に 影響 を 及ぼ す 。 


と 
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3 舌 骨 の 筋 群 


の 底面 と 前 令 部 の 起伏 を 作る 。 左 側 は 知 骨 の 上 下 の 筋 群 。 


預 椎 の 側面 と 胸郭 の 段階 を 斜め に つなぐ 。 谷 柱 と 後頭 部 、 助 骨 角 (P13 後面 参照 ) の 間 を 埋 
め る 。 背 中 の 正中 に 溝 を 作る 。 
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胸郭 と 骨盤 の 間 を 埋め る 。 腹 部 は 間 に 骨 が な い の で 、 姿 勢 に よる 外形 の 変化 が 大 きい 。 
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上 肢 の 筋 群 


色分け と 主 な 動き 

1 緑 : 肩 の 筋 群 主 な 働き / 肩 を 上 げ る 、 後 方 に 引く 、 頭 部 と 部 を 動か す 

2 黄色 : 騰 高 の 筋 群 主 な 働き / 腕 を 正中 に 寄せ る 、 腕 を 後方 に 引く 、 豚 を 閉め る 
3 ピン ク : 回 旋 ・ 外 転 筋 群 主 な 働き / 上 腕骨 の 上 部 を 外 転 、 回 旋 させ る 

4 水色 : 肩 甲骨 内 側 縁 の 筋 群 主 な 働き / 肩 甲骨 の 内 側 緑 の 回 旋 、 制 御 

5 オレ ンジ : 上 腕 の 屈筋 群 主 な 働き / 肘 を 曲げ る 

6 青 : 上 腕 の 伸 筋 群 主 な 働き / 肘 を 伸ばす 

7 紫 : 前 腕 の 屈筋 群 主 な 働き / 手 首 を 曲げ る 、 指 を 曲げ る 

8 赤 : 前 腕 の 伸 筋 群 主 な 働き / 手 首 を 反 ら す 、 指 を 伸ばす 

9 黄 緑 : 手 内 筋 群 主 な 働き 親指 と 小指 の 付け 根 を 動か す 、 指 を 開閉 する 


本 書 で は 細々 し た 筋 を 覚え る 大 変 さ を 軽減 する た め 、 ひ と まとまり の 筋 群 (グル ー プ ) で 色分け し 、 解 説 し て いく 。 
筋 を グループ に まとめ る と 上 肢 で は 、 わ ず か 9 種類 で 済む 。 
上 肢 の 筋 の 範 胃 は 、 見 た め よ り も 広く 、 胸 部 、 肩 部 、 背 部 全体 を 覆う 。 


預 の 側面 に 斜め の 膨らみ と 肩 の 上 に 傾斜 を 作る 。 


2 須 褒 の 筋 群 胸板 と 胴体 の 逆 三角 形 の 輪郭 を 作る 。 脇 の 下 の 前 後に 膨らみ を 作る 。 
【 前 面 】N Ne き ーッ / 【 後 面 】 
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し た 起伏 を 作る 。 


還 昌 | い 


四部 | 


AD2 


7 前 腕 の 屈筋 群 前 腕 の 内 側 前 方 に 膨らみ を 作る 。 筋 の 大 部 分 は 、 上 腕骨 の 内 側 上 昨 か ら 起こ る 。 


ゃ 


る 
寺 
条 
角 
人 


選 弄 幣 寺 落 午 対 回避 
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8 前 腕 の 伸 筋 群 前 腕 の 外側 後方 に 膨らみ を 作る 。 筋 の 大 部 分 は 上 腕骨 の 外側 上 串 か ら 起 こる 。 


短 側 手 根 筋 / | ん 
大 外 双 


FT 


小指 球筋 


ドン 
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下肢 の 筋 群 


色分け と 主 な 動き 
1 縁 : 腰 筋 群 主 な 働き 股関節 を 曲げ る 

2 ピン ク : 典 筋 群 主 な 働き / 脚 を 後ろ る に 引く 、 脚 を 開く 、 直 立 時 の 安定 

3 水色 : 上 前 腸 崩 球 の 筋 群 主 な 働き 股関節 、 膝 関節 を 曲げ る 、 太 用 を 回 旋 さ せる 
4 黄色 : 内 転 筋 群 主 な 働き / 脚 を 閉じ る 

5 青 : 大 妥 の 伸 筋 群 主 な 働き / 股 関節 を 曲げ る 、 膝 を 伸ばす 

6 オレ ンジ : 大 懇 の 屈筋 群 主 な 働き / 脚 を 後ろ る に 引く 、 腔 を 曲げ る 

7 赤 : 下 妥 前 方 の 筋 群 主 な 働き 足首 と 足 指 を 反 ら す 

8 薄 黄 : 須 骨 筋 群 主 な 働き / 足 の 外側 を 上 げ る 

9 紫 : 下 妥 後 方 の 筋 群 主 な 働き / 膝 と 足首 を 曲げ る 、 足 指 を 曲げ る 

10 薄 緑 : 足 の 筋 群 主 な 働き / 足 の 指 の 曲げ 伸ばし 、 開 閉 


下肢 の 筋 鮭 は 上 の 10 種 に 分 類 で きる 。 


| 際 記 し 紅 和 朱 | 


いわ ゆる イン ナー マッ スル で 肖 筆 簡 帯 の 下方 で 部 分 的 に 皮下 に 現れ る 。 
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3 上 前 腸 骨 球 の 筋 群 


大 尺 側面 で は 利 帯 を 引っ 張り 、 


大 有 前 面 で は 溝 を 作る 。 


区 
に 


Ro 
モ 
ミ 
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伴 
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6 大 乳 の 屈筋 群 


3 
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大 有 後 面 の 起伏 を 作る 。 ハム スト リン ゲス と 呼ば れる 。 
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7 下 尿 前 方 の 筋 群 8 眺 骨 筋 群 


9 下 懇 後 方 の 筋 群 
腫 骨 と 有 朋 の 間 の 溝 を 埋め 
て 、 ふ くら は ぎの ボリ ュー ム 
を 作る 。 


避 XMIr 


足 並 の 筋 が 見 や すく 、 足 底 の 筋 
は 分 厚い 皮下 組織 で 見 えな い 。 


3Z 


手掌 の 筋 配置 (深層 ) 


の 筋 配置 


手 育 


手掌 の 筋 配置 ( 浅 層 、 手掌 腹膜 を 除く ) 


足 背 の 筋 配置 
手足 の 筋 構造 は 密集 し て いる た め 、 美 術 解 削 


を 何 度 か 繰り 返す と 


記 


され る 。 こ の よう な 細々 し た 部 位 は 、 模 写 や 暗 


学 の 教科 書 で 割愛 


置 関係 が 把握 で きる よう ( 


こ な る 。 


位 
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| 江 幸 じ 和光 電 先 


胴体 の 断面 
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色分け 黒 : 骨 格 、 黄色: 筋 や 皮下 組織 、 白 : 体腔 (内 騰 を 収め る 空間 ) 


断面 図 それ ぞ れ の 図 の 上 が 前 方 、 下 が 後方 


腕 の 断面 


( ゅ ご 
記 ト 半 拓 テ 
e KNIGJIK 


黒 : 骨格 、 黄 色 : 筋 と 皮下 組織 


それ ぞ れ の 図 の 上 が 前 方 、 下 が 後方 


色分け 
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脚 の 断面 


断面 図 それ ぞ れ の 図 の 上 が 前 方 、 下 が 後方 
色分け 黒 : 骨 格 、 黄 色 : 筋 と 皮下 組織 
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浅 條 静 有 
人 ( 青 筋 の 血管 


肘 正中 皮 徐 脈 
(採血 の 静脈) 


尺 側 皮 和 静 脈 


美術 表現 で 扱わ れる 皮下 の 血管 ( 皮 攻 脈 ) は 11 種 あ る 。 皮 下 組織 中 に は 、 血 管 の 送 路 を 定め る 溝 や 隙間 が な いた め 、 


カー プ や 分 岐 の 個人 差 が 激しい 。 


トト 


脂肪 体 


最 
短 
| 
学 
ぶ 


| 居 問 
ビデ テー 


だ いた いき ん たち で 


きき ュ = た いか ん そっ 


アキ レス 騰 の 瞳 肪 体 足 底 脂 肪 
(ケー ガー の 脂肪 体 ) 


殿 部 や 足 底 な ど クッ ショ ン が 必要 な 部 位 や 、 筋 に 半 ま れ た くぼみ な ど 、 構 造 的 に 皮下 脂肪 が 蓄積 し や すい 箇所 が 
ある 。 脂肪 量 は 個人 差 が 大 きい が 、 図 で 志 し た 箇所 に は 、 痩せ た 人 で も ある 程度 、 脂 肪 が 蓄積 し て いる 。 
顔面 で は 、 顎 の 周囲 に 嘘 液 を 分 泌 す る 腺 が 発達 し 、 脂 肪 の よう に 骨 や 筋 の 隙間 を 埋め て いる 。 
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女性 の 体 幹 の 皮下 脂肪 (それ ぞ れ の 断面 図 は 上 が 前 方 ) 


腰 周 辺 の 皮下 脂肪 の バリ エー ショ ン 


女性 で は 、 体 幹 と 四肢 の 付け 根 で 脂肪 が 発達 する 。 そ の た め 、 外 形 が な だ ら か で 丸み を 帯び る 。 特 に 乳腺 を 含む 
乳房 や 、 腰 部 、 殿 部 で は 脂肪 が 分 厚く 、 筋 の 起伏 を ほぼ 完全 に 響い 階 す 。 体 幹 を 正面 か ら 見 た 時 の シル エッ ト に 
は パリ エー ショ ン が あり 、 腰 の 高 さ に 脂肪 が 蓄積 する タイ プ と 、 成 部 の 高き に 脂肪 が 蓄積 する タイ プ が ある 。 


体 表 用 語 


【 前 面 】 【 後 面 】 


胸 銀 乳 突 筋 の くぼみ 
(小袖 上 高 ) 


カラ ス の 足 
(目じり の シワ ) 


> が ん けた こ 


下 只 漬 


肘 頭 癌 (外側 上 頼 ) 


よう さん なく 


腰 三角 
腰部 溝 
ビー ナス の えくぼ 


タバ チエ ー ル 
(解剖 学 的 嘆 ぎ タバ コ 入 れ ) 


肘 の 折り ジワ 


大 有 の 折り ジワ 


滑 径 ヒダ 


アキ レス 腫 の くぼみ 


体 表 に 現れ る シワ や 溝 、 く ぽ ぼ み の いく つか に は 名 前 が 付い て いる 。 シ ワ や 溝 は 主 に 関節 を 曲げ た 時 に で きる 1 本 、 
また は 複数 本 の 細い 皮膚 線 か ら な る 。 くぼみ は 筋 や 骨 に 囲ま れ た 領域 に 現れ 、 三 角形 か 、 三 角形 を 二 つ 組 み 合わ 
せ た 凌 形 を し て いる 
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顔 の 区 分 は 、 溝 や 起伏 に よっ て 分 けら れ て いる 。 そ れ ぞ れ は な だ ら か に 連続 し て いる た め 、 必 要 以 上 に 区 分 を 意 
識 する 必要 は な い が 、 覚 えて お く と 用 語 の 意味 を 理解 する の に 便利 で ある 。 


【 敬 い た 目 】 


- ( 目 が し ら ) 5 
[疲れ た 目 】 [閉じ た 目 】 NN 、 
涙 丘 際 類 溝 下 眼 陰 溝 


目 は 眼 褒 の 中 に 収まっ た 直径 25mm ほど の 球形 を し た 器官 で ある 。 い わ ゆ る 黒目 (虹彩 ) は 11mm 程度 で 、 そ の 
中 央 に 光 を 取り 込む 瞳孔 が 開口 し て いる 。 

まぶた は 、 ほ と ん ど 上 まぶた の み が 開 閉 し 、 わ ず か な 開き 具合 で 印象 が 大 きく 変わ る 。 観 察 の ポイ ント は “黒目 
に 上 まぶた の 縁 が どれ くら いか か っ て いる か "で ある 。 


虹 彩 、 い わ ゆ る 黒目 は 人 種 に よっ て 色彩 
( ) が さま ざま で ある 。 大 きく 分 け て 黄色 、 
緑色 、 青 色 、 灰 色 が あり 、 そ れ ぞ れ の 人 色 


で 淡い 、 渡 い が あ る 。 図 は ブロ ー カ * の 色 


彩 分 類 に 基づく 。 
@ @ ee @e e ※※ ビ エー ル ・ ボ ー ル ・ プ ロー カ (1826 年 6 月 28 日 -1880 年 
7 月 9 日 ) フラ ンス の 医師 。 解 前 学者 。 
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耳 は 大 部 分 が 軟骨 で で きた 集 音 の た め の 器 官 で ある 。 試 し に 耳 の 後ろ に 手 を 当て る と 集 音 効果 が 高まる の を 体験 
で きる 。 外 形 の 個人 差 が 大 きく 、 美 術 作 品 で は 適当 に 描 わ れる こと が 多い 。 そ の た め 、 作 者 の 手癖 が 出 や すい 部 
位 と し て 有名 で ある 。 


鼻 は 眉間 の 最も 窪ん だ 箇所 か ら 、 唇 の 上 まで の 範 陣 を 占め る 三角 雛 型 の 突出 部 で ある 。 朱 の 穴 ( 外 鼻 孔 ) は 、 通 
常 下向き に 開口 し て いる 。 人 種 に よっ て 幅 や 奥行 き が 異な 、 総 体 的 に ヨー ロッ パ 系 で 前 後に 長く 、 ア フリ カ 系 
で 左右 に 幅 が ある 。 


3 


人 


(43 し ん けっ ぎっ 


本 23 き 2 上 ai 
(キュ ー ビ ピッ ド の 弓 ) : cn 


口 の 構造 は 、 主 に 口唇 か ら な る 。 口 唇 の 範囲 は 見 た 目 よ り も 広く 、 鼻 の 下 、 ほ うれ い 線 、 下 唇 の 下 に ある 溝 まで 
含ま れる 。 


ざっ と っ こう 4 うま く 


舌 骨 甲 状 膜 


いた と うし e2ke< き ん 


= すそ 】 


喉 は 空気 と 食べ 物 が 通過 する 管 腔 構造 で 、 
発声 に 関係 する 。 知 骨 と 軟骨 、 甲 状 腺 か 
ら な り 、 性 差 が 大 きい 。 男 性 は いわ ゆる 
「 の ど ぼ と け 」 が 前 方 に 発達 し 、 起 伏 が 大 


2 きく な る 。 一 方 、 女 性 は 甲状腺 が 発達 し 、 
左 が 男性 、 右 が 女性 角形 伏 が な だ ら か に な る 。 
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人 の 体毛 は 、 頭髪 、 眉毛 、 肉 所 、 用 毛 、 陰 毛 が 発達 し て いて 、 そ の 他 の 大 部 分 は 未 発 達 な 産毛 が 生え て いる 。 辱 、 
手のひら 、 足 底 な ど 体毛 が 生え な い 。 

毛髪 の 生え る 方 向 の こと を 毛 流 と 言う 。 有名 な 毛 流 は 頭頂 部 に 観察 で きる 「 つ む じ 」 で ある 。 毛 流 は 区 人 な どの 
空想 人 体 を 表現 する 場合 に 有益 な 知識 で ある 。 図 に 示し た 大 ま か な 毛 流 に 従っ て 毛並み を 整え る と 、 リ アリ ティ 
に 富ん だ 表現 が で きる 。 


の 


美術 解剖 学 的 
TIPS 


解剖 学 の IIPS (見 訪 の コツ ) や ト 回 ア 隔 
構造 を より 理解 する た め に 重要 で ある 。 さ と 記 
は 、 昨 今 入手 可能 な 美術 解剖 学 書 で は あま り 取 
り 上 げ ら れ て お ら ず 、 な お か つ 人 造形 的 に 重要 な 
TIPS や トリ ビア を 紹介 し て いく 。 


間 易 骨格 図 


アニ メー ショ ン や CG な ど 表 現に よっ て は 、 骨 格 を 簡単 に 捉え た 方 が 良い 場合 が ある 。 骨格 を 簡易 に する 場合 は 、 


次 の ポイ ント を 押さ えて お く と 使い や すい 。 


・ 頭 蓋 骨 、 胸 郭 、 骨 毅 、 脊 柱 、 手 足 の 細か い 骨 格 の ボリ ュー ム 
・ 上 肢 や 下肢 の 長い 骨 の 軸 、 関 節 部 分 の 形状 や 幅 
・ 大 き な 筋 の 付着 部 と な る 骨 の 出っ張り 


ト の 簡易 骨格 図 は あく まで も 一 例 だ が 、 重 要 な ポイ ント の 多く を 拾っ て ある 。 何 度 か 練習 し て 覚え る と 、 さ ま ざ 


まな ポー ズ の 作品 で も 大 ま か な 骨 格 を 素早 く 推 測 で きる よう に な る 。 


簡易 骨格 図 (歩く 、 走 る) 


アニ メー ショ ン に 応用 し た 簡易 骨格 図 の 練習 。 連続 写 真 や キャ ラク ター アニ メー ショ ン の 上 か ら 簡 易 骨 格 図 を 摘 
く 。 関節 の 位置 や 運動 時 の 長き な どの チェ ッ ク に 使う と 形態 が 安定 する 。 


IA 


ーー テ 移動 方 向 (以下 同 ) 


0 


簡易 骨格 図 を 重ね 合わ せる と 、 普 段 は 見 えな い 、 
運動 の 軌跡 が 観察 で きる よう に な る 。 部 位 や タ 
イミ ング に よっ て 移動 量 や 方 向 が 異な る 
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簡易 骨格 図 (階段 を 登る 、 ジ ャ ンプ する ) 


間 易 骨格 図 ( 聞 立 ち ) 
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運動 の スピ ー ド は 一 定 で は な い 。 ゆ っ くり 『 移 動 す 
る 時 も あれ ば 、 素 早く 大 幅 に 移動 する こと も ある 。 


SG6| 


体 が 柔らか い 人 の 骨格 


ト っ 


体 幹 の 後 屈 (下肢 の 荷重 あり ) い 
腔 の 屈伸 を 伴う 前 属 


体 が 柔らか い 人 は 、 一 見 どう な っ て いる か わか ら な しい 姿勢 あ 取る こと が で きる 。 そ うし た 妊 解 な 姿 


| の マー つき 閑寺 | 


ーー 
で 


| の マー ゴロ 


勢 で も 、 体 表 か ら 見 える 骨格 の ラン ド マ ー ク を 拾っ て いく と 、 お お よそ の 骨格 を 推測 で きる 。 


ア ェ ー ニ 


前 後 開 脚 の 写真 


前 後 開 脚 と 側 方 開 郎 は 混同 され が ち 。 し か し 、 
膝 の 向き に 注目 する と 股関節 の 運動 方 向 の 層 
い が 理 解 で き る 。 前 後 で は 屈曲 と 促 展 、 側 方 
で は 左右 の 外 転 で ある 。 


側 方 開 脚 の 写真 


ト 


筋 の 収縮 と 伸長 の 法則 


あし 


シン ンス 


膝 を 曲げ 伸ばし し た 時 の 筋 の 膨らみ 


関節 を 曲げ 伸ばし し た 時 に は 、 筋 が 膨らん だ 側 に 注目 し が ち だ が 、 反 対 の 引き 伸ばさ れ た 側 に も 注目 する と 良い 。 
膨らん だ 側 と 引き 伸ばさ れ た 側 を セッ ト で 意識 する と 、 よ り 自 然 な 表現 に な る 。 
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輸 郭 を ジグ ザ グ 、 流 線型 で 捉え る 方 法 


四肢 の 輪郭 の 起伏 は 、 い 違い に 配列 し て いる 
こと が 多い 。 筋 や 朋 の 膨らみ を ジグザグ に た ど 
る と 輪郭 の 膨らみ が 捉え や すく な る 。 


ジグ ザ グ の 他 に は 、 流 線型 で た どる 方 法 も あ 
る 。 輸 郭 か ら 反 対 側 の 輪郭 まで を S 字 カー プ 
で 提 え る 方 法 だ 。 ジ グ ザ ゲ グ の 方 法 よ り も 大 ま 
か な 流れ で 筋 の 起伏 を 捉え る 際 に 便利 で ある 。 


うち ん きん | 


2 : 上 腕 三 頭 筋 の 筋 騰 境 界 部 


問 


を いそ く こ う 


3 : 内 側 広 筋 と 外側 広 筋 の 筋 騰 境 界 部 
4 : 肝 腹 筋 の 筋 腕 境 界 部 


人 体 の 外形 を 構成 する 要素 に は 骨 の 出っ張り や 、 筋 肉 同 士 の 溝 、 脂 肪 の 膨らみ な ど が ある 。 そ の 他 に 、 体 表 近 く 
に ある 四肢 の 大 き な 筋 の 筋腫 境界 部 が 段差 に な っ て いる こと が ある 。 こ れ ら の 境界 部 は 外側 に 向かっ て 高く 傾斜 
し て いる こと が 多い ( 青 線 )。 
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6 っ 


断面 を 使っ た 短縮 法 


短縮 法 が 強く か か っ た 


断面 を 三面 図 か ら 導 き 出 す 方 
法 。 正面 図 と 側面 図 を 組み 合 
わせ る こと で 、 お お よそ の 断 
面 を 描く こと が で きる 。 


P.39 一 41 で 紹介 し た 断面 図 あ 用 いる と 、 短 縮 法 (アオ リ や フカ ン な ど ) の 起 状 の チェ ッ ク に 使用 で きる 。 
任意 の 高 さ の 断面 を 作製 する に は 、P.24 一 25 で 紹介 し た 三面 図 を 組み 合わ せ て 導き 出す と 良い 。 


2 指 に まぶた が 付か な い 


ンー 


指 に 唇 が 付か な い 
指 に 唇 が 付く W W 
上 か ら 見 た 時 の 類 骨 の 出っ張り 


類 と 眉 に 人 差し 指 を 当て 、 指 に まぶた が 付く よう で あれ ば 類 骨 が 前 方 に 位置 し て いる 。 顎 先 と 鼻先 に 人 差し 指 を 
当て 、 指 に 唇 が 付く よう で あれ ば 前 歯 が 前 方 に 位置 し て いる 。 上 図 の 左側 は アジ ア 人 に 多く 、 同 右側 は ヨー ロッ 
パ 人 に 多い 。 こ の 個人 差 は 形態 を 観察 する た め の 手 が か り で 、 人 種 を 差別 する こと や 美人 、 美 男子 の 指標 で は な い 。 
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「 驚 邊 」、「 狂 子 県 (だ ん ご 鼻 )」 な ど 鼻 の 形 の バリ エー ショ ン は 古く か ら キ ャ ラク ター を 人 造形 する 際 の エッ セン ス 
に な っ て いる 。 主 に 鱗 背 (中 筋 ) の カー プ が 前 向き か 後ろ 向き か 、 納 の 穴 が 下向き か 、 上 向き か に よっ て 形態 に 
変化 が 生じ る 。 ポ ー ル ・ ト ピナ ー ル * の 形態 分 析 に 骨格 を 追加 。 

色分け 赤 : 鼻 周辺 の 骨格 、 青 : 鼻 軟 骨 、 黄 色 : 軟骨 の 間 を 埋め る 結合 組織 


※※ Paul TOPINARD (1830-1911) フラ ンス の 人 類 学者 。 


下 か ら 見 た 
上 顎 


上 段 : 歯 と 体 表 の 位置 関係 上 か ら 見 た 


中 段 : 上 額 と 下 額 下 旦 
左下 : 員 合 の 図 (上 ) と 、 前 歯 の 大 ま か な プ ロ ポ ーション ( 下 ) 


成人 の 歯 は 通常 声 代 で 8 本 、 上 下 で 合計 32 本 ある 。 通 常 は 馬 足 形 * に 並び 、 
頭 の 小さ な 人 で は 親知らず が 生え な か っ た り 、 八 重 歯 に な っ た りす る 。 
吹 合 (噛み 合わ せ ) は 、 上 の 歯 が 下 の 歯 冷 い 、 奥 歯 で は 突起 が 互い 人 違い に な っ て いる 。 上 顎 切 歯 の 下 縁 は 口 大 
製 よ り も 低く 、 鏡 を 見 て 軽く 口 を 開け る と 上 の 前 歯 が 見 える 。 

※ 馬 の ひ ず すずめ の 形 。 
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上 を 向い た 時 の 胸 鎖 乳 突 筋 
耳 下 腺 を 包む 筋 膜 と 強固 に 付着 し て いて 
上 向き に 曲がる 。 こい 】 


預 部 に ね いて 最も 表情 豊か な 筋 の ー つ は 、 胸 鎖 乳 突 筋 で ある 。 こ の 筋 は 預 部 の さまざま な 動作 に 作用 し 、 い ろ 
いろ な 形状 で 外形 に 影響 する 。 


く び 


融 の 回 旋 


6Z 


ミ さ りゃ や n ウ 0e さ 


硬 殺 HU 呈 握 


まず は 、 頸 の 正中 部 分 か ら 耳 の 後ろ まで 走行 する 胸 鎖 乳 突 筋 を 確認 する 


妥 部 の 構造 は 、 胸 や 肩 と 比べ て 細か い 。 


走行 する 。 


右側 を 向い た 時 の 左側 の 胸 鎖 乳 突 筋 は 、 前 方 か ら 見 る と ほ ば 垂直 に 


と 良い 。 


5 さす うと つき ん 


胸 鎖 乳 央 筋 


胸 舌 人 筋 
肩 舌 和 筋 
僧 筋 


ーー 
いっ 


wmar< と っ る 2 ウン ニ 
ナン ンー-、 
ン と 7 


2 


ン ン ンク シ ン ン ン ン ン 
ウー 


/ の 9 
IN ウン ン 


上 を 向く と 妥 の 前 方 が 最も 長く な り 、 下 顎 が 下方 に 引っ 張ら れ て 口 が わずか に 開く 。 下 を 向く と うな じ の 部 分 
が 最も 長く な り 、 第 六 預 椎 か ら 第 一 胸椎 まで の 電 笑 起 が 目立つ 。 


胸骨 の 名 前 の 由来 


【 側 面 】 【 前 面 】 
図 は 、 古 典 彫刻 の 『 自 害する 


ガラ テア 人 』 の スケ ッ チ 


kid が 剣 状 突 起 (黄色 ) は バリ エー ショ ン が ある 


古代 ギリ シャ 人 は 胸骨 の こと を 短剣 に 見 立て 、 部 位 に 名 前 を つけ た 。 
現代 人 な ら 「 短 い ネ クタ イ 」 に 見 立て た か も し れ な い 。「 見 立て 」 は 形態 を 捉え る 基本 で 、 1 度 覚え る と 忘れ 


に くい 。 
く を ん と っ きょう と 


色分け 赤 : 胸 骨 柄 ( 柄 )、 緑 : 第 二 助 軟骨 ( 敵 )、 青 : 胸 崩 体 ( 刃 )、 黄 : 剣 状 突 起 (刃先 ) 


半 
術 
解 
前 
に 
的 
8 
I 
P 
S 


) 
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ZO 


【 通 常時 】 【 大 きく 息 を 吸っ た 時 】 


! 


! 

古代 ギリ シャ 彫刻 な か ら ア メ コ ミ の ヒー ロー まで 、 息 を 吸い 込ん だ よう かな 胸 部 も し て いる 作例 は 多い 。 胸 で 息 を 吸 
う 胸 式 呼吸 で は 、 助 骨 の 傾斜 が 水平 に 近づき 、 助 骨 弓 が 観察 し や すく な る 。 息 を 吸い 込ん だ 時 、 胸 部 と 腕 全 体 は 
上 方 に 移動 し 、 胸 部 で は 幅 と 奥行 き が 広く な っ て 高 さ が 減少 する 。 


女性 の 胸部 


HE 


女性 の 胸部 で は 乳房 が 発達 する 。 大 き さ や 形状 、 位置 に は 個 佐 が ある が 、 お お むね 大 胸 筋 の 下方 を 牧 っ て いる 。 
豚 容 に 向かっ て 後 端 ( 和 語 尾部) が 伸び る 。 


女性 の 乳房 の お お よそ の 位置 。 乳 輸 は 正 円 で な く 外側 が 下向き に 傾い て いる こと が 多い 。 発 達し た 人 で は 正面 較 
の 左 胸 に 描い た 灰色 線 に 向かっ て 惣 囲 が 広がり 、 主 要 部 分 が 前 方 に 突出 し 、 下 人 華 す る 。 


Z1 


Z2 


ロー マッ アー チ 


多く の 古典 彫刻 で は 胸部 と 腹部 の 境界 を 誇 拓 し て いる 。 こ の 膨 
ら み は 、 腹 直 筋 の 第 一 筋 用 と 、 助 革 弓 が 連なっ て で き て いる 。 
石 や 迷 瓦 を 積ん だ アー チ 構 造 や 弓 の 形 に 似 て いる こと か ら 通 
称 「 ロ ー マ ン アー チ \*| と 呼ば れる 。 

※ ア ー チ は 曲 線形 状 の 梁 。 ロ ー マ で 多用 され た の は 半 円 形 の アー チ 。 


ふく ちょ くき ん けん が かく へ べそ 


腹 直 筋 の 腫 画 と 膳 の 位置 


けん か く 
第 一 腫 画 を 通る ライ ン 


助 骨 弓 を 正中 に た どっ て 、 み 第 十 助 骨 

ぞ お ちの 辺り で 水平 方 向 に 

曲がる 。 い わ ゆ る ロー マン 

アー チ (P72 参 照 ) の 下 縁 を 第 三 腹 画 を 通る ライ ン 
形成 する 。 左右 の 第 十 助 井 か ら 下 向き の 


カー プ 。 正 中 に は 膳 が ある 。 
第 二 腫 画 を 通る ライ ン 


左右 の 第 十 助 骨 を 水平 に た 
どっ て 、 や や 上 向き の カー 
プ に な る 。 


第 四 腫 画 を 通る ライ ン 
左右 の 第 十 助 朋 か ら 有 よ り も 
さら に 下向き の カー プ 。 通 常 
は 途中 まで し か な い 不 完全 な 
腫 画 で 、 な い 人 も いる 。 


腹 直 筋 を シッ クス パッ ク に 分 ける 中 間 用 ( 腫 画 ) の 位置 と 
形状 に は お お よそ の 目安 が ある 。 

この 目安 を 覚え る と 、 腹 部 前 面 の 起伏 が 判別 で きる よう に 
な り 、 左 右 の 高 さ の 違い な ど に も 対応 で きる よう に な る 。 


た 】 


Z4 


ひね っ た 腹部 の 捉え 方 


胴体 の 回 旋 は 、 骨 性 の 容器 ( 頭 著 朋 、 胸 緒 、 骨盤 ) の 位置 の 変化 で 把握 する と 容易 に な る 。 そ れ ぞ れ の 骨 性 の 容 
器 は 最大 で 45 度 程度 回 旋 す る 。 そ れ ぞ れ の 位置 を 捉え た ら 間 を つなぐ と 自然 な 印象 に な る 。 


豚 癌 の 筋 配置 


須 座 の 筋 配置 の 簡単 な 捉え 方 。 青 で 示し た 柱状 
の 筋 を 赤 で 示し た シー ト 状 の 筋 が 包む 。 


ks 
【 前 方 か ら 見 た 懇 語 の 筋 の 付着 部 】 
り 


大 胸 筋 ミ う 『 筋 だ いえ ん きん 
1 : 大 胸 筋 、2 : 広 背筋 、3 : 大 
人 SR 
a : 上 腕 二 | 
に 000c も 2 nudeoyoy 


b : 上 腕 二 頭 筋 短 頭 と 鳥 品 腕 筋 


【 下 方 か ら 見 た 点線 部 分 の 断面 】 


肌 交 外側 の 筋 配置 は 、 複雑 で 覚え る の が 難解 な 場所 だ が 、 模 式 図 に する と 簡単 に 捉え られ る 。 胸 板 を 作る 筋 (大 
胸 筋 と 小 胸 筋 ) と 脇の下 の 逆 三角 形 を 作る 筋 ( 広 背 筋 と 大 円 筋 ) が 、 上 腕 二 頭 筋 と 島 口 腕 筋 (上 腕 の 筋 容 の 一 つ ) 
を 包む 。 
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Z6 


じょう わん さん と うき ん ちょ う う 


上 腕 三 頭 筋 の 長 豆 


し 2 たん まん 


小 円 筋 


V+ うち ん きん と うき ん かい を く と う | 


上 腕 三 頭 筋 外側 豆 


矢印 で が し た 場所 は 、 筋 配置 が 少々 入り 組ん で いて 、 見 誤り や すい 箇所 の 一 つ で ある 。 
小 円 筋 と 大 円 筋 の 間 に 上 腕 三 頭 筋 の 長 頭 が 入り 込む 。 


きた ちく きん 


三角 筋 


小 円 筋 


ぜん きょき ん 


前 敵 其 


18 世紀 の 解剖 模型 (J-A, Houdon 作 ) 同 模型 の 21 世紀 の 補正 (S, Eaton 作 ) 


用 次 の 内 側 上 を 作る 前 銀 筋 は 通称 「 ボ クサ ー 筋 」 と 呼ば れる 。 名 の 通り 、 ボ クシ ング 選手 な ど で 発達 する 。 
下方 の 筋 束 (お お むね 第 太一 九 助 骨 に 付着 ) は 肩 申 骨 の 下 角 に 向かっ て 放射 状 に な っ て いる と 、 解 剖 学 的 に 正確 
だ が 、 二 典 美術 作品 で は 平行 に 表現 し て いる こと も ある 。 


訓 典 彫刻 の さま ざま な 前 鑑 筋 の 作例 。 赤 点線 は 、 
乳頭 か の ら た どっ た 前 縁 。 青 点線 お よび 青 矢印 は 、 
前 鍋 筋 の 背中 側 の 下 縁 と な る 。 


ZZ 


広 背筋 の 前 縁 


広 背筋 の 助 骨 付着 部 (前 緑 ) は 、 腕 を 脇腹 か ら 離 し た 状態 か ら 肩 を 下げ る と 脇腹 で 明瞭 な 起伏 を 作る 。 こ の 起伏 は 、 
も の を 引っ 張っ た り 肩 に 負荷 が か か っ た 際 に よく 現れ る 。 


Z8 


人 


ドイ ツ 語 圏 の 解剖 学 書 で は 、 脇 腹 の 筋 
肉 で 盛り 上 が っ た 部 分 の こと を 「 側 腹 
隆起 」 と 表現 する こと が ある 。 古典 美 
術 作品 で 誇張 され る 箇所 の 一 つ で ある 。 
この 部 分 は 腹 斜 筋 群 の 筋 腹 が 重なっ て 
いる 部 分 で 、 走 り 込 みな ど ウ エス ト を 
よく 動か す 競 技 の アス リー ト で 発達 し 
て いる 。 


腹 斜 筋 群 の 筋 腹 の 重 な り の 色分け 


赤 : 外 腹 仙 筋 、 青 : 内 腹 鋼 筋 
緑 : 腹 横筋 、 黄 色 : 腹 直 筋 
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So 


さま ざま に 位置 を 変え る 肩 皿 骨 。 こ れ は 、 体 表 か ら 見 える ラン ド マ ー ク (P14) を 目 で 追う こと が で きれ は ば 簡 単 
に 見 つけ られ る 。 肩 甲 還 と 内側 縁 の 角度 は 変わ ら な い の で 、 そ れ ぞ れ の 傾き に 応じ て 端 部 ( 肩 峰 と 下 角 ) を 探る 
と お お よそ の 位置 が 導き 出せ る 。 


みり リス マス タダ リー 


5 と うき ん ま て 


て 2 た ん きた 


小 円 筋 


た きょき た 


外 腹 抽 筋 


を いた くし ゃ きん 


広 背 筋 の 起 始 凶 膜 は 胸 腰 筋 膜 と 呼ば れる 。 形 状 か ら 、 ボ ディ ビル ディ ング で は 通称 「 ク リス マス ツリ ー」 と 呼ぶ 。 
クリ スマ ス ツ リ ー は 、 よ ほど 筋 が 発達 し て いな いと 平常 時 に は 見 えな い 。 だ が 、 懸 垂 を する な と ど 広 背筋 の 背部 が 
強く 収縮 し た 際 に 観察 で きる 。 
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8 っ 


背中 を 曲げ る 


背中 を 曲げ る 動作 で は 、 一 般 的 に 、 胸 椎 と 腰椎 の 境界 部 付近 が カー プ の 頂点 に な る 。 脊 柱 の うち 、 腰 椎 と 鍵 椎 が 
よく 動き 、 胸 椎 は 前 屈 に あま り 関 与 し な い 。 ま た 、 地 面 に 座っ た 時 に 腰 を 曲げ る と 、 腰 椎 の 突 起 が よく 観察 で 
きる 。 


りょう けい か 


ミ ハエ リス 大 形 癌 


赤 点 : ビー ナス の えくぼ (上 後 腸 則 珠 ) 


産科 領域 で 重要 な 指標 と な っ て いる ミ ハ エ リ ス 竣 形容 (上 図 オレ ンジ と 紫 の 三角 形 の 範囲 ) は 、 美 術 解剖 学 で 
は 性 差 の 指標 と し て 解説 きれ る 。 下 端 は 威 裂 の 上 端 、 外 側 端 は 上 後 腸 骨 一 、 上 端 は 第 三 、 四 腰椎 。 一 般 的 に は 男 
性 が 細長 く 、 女 性 が 幅広 い 凌 形 を し て いる 。 

ミ ハ エ リ ス 三 形容 の 上 端 は 第 三 、 四 腰椎 が 指標 の た め 、 姿 勢 に よっ て は 見 え に く い 。 そ の 場合 に は 、 下 向き の 三 
角形 ( 紫 ) を 指標 に し た 方 が 素早 く 形 を 捉え られ る 。 


また 、 上 後 腸 骨 一 (i: ハ エリ ス 竣 形容 の 外側 端 ) は 、 美 術 の 世界 で 「 ビ ー ナ ス の えくぼ ] と 呼ば れる 。 
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骨盤 の 性 差 と 体格 


女性 の 骨盤 は 男性 に 比べ て 、 幅 広く 、 高 さ が 低い 。 骨 盤 幅 に 垂直 線 を 引く と 、 男 性 で は 胸郭 幅 、 女 性 で は 肩幅 と 
お お よそ 一 致す る 。 

女性 の 胸郭 は 下方 で す ぼ ま っ て お り 、 男 性 と 比べ て 胸部 下 縁 と 骨盤 上 緑 の 間 が 斜め 方 向 に 広い 。 従 っ て 骨格 を 調 
整 する と 、 人 性差 が 表現 で きる 。 


女性 の 体格 は 幅広 い 骨 盤 に 、 脂 肪 体 の 
バリ エー ショ ン が 加わ る 。 図 は 、 脂 肪 体 
が 骨盤 の 下方 の 大 腺 部 に 発達 する 場合 
( 左 ) と 、 骨 盤 上 方 の ウェ スト に 発達 す 
る 場合 ( 石 )。 


肩 の 上 げ 下 ろ し 


肩 を 上 げ る と 、 な だ ら か だ っ た 肩 の 傾斜 が 水平 に 近 く な り 、 胴 体 の 輪郭 が 長方形 に 近づく 。 
肩 の 傾斜 を 作る 人 帆 筋 な ど が 収縮 し 、 肩 甲骨 全体 が 引き 上 が る 。 


S5 


色分け 緑 : 僧 帆 筋 の 上 部 
青 : 中 部 
赤 : 下 部 
点線 : 断面 


肩 を すく め た 時 、 前 方 で は 水平 に 近かっ た 鎖骨 が 外側 に 高く 傾斜 する 。 鎖 示 は 上 か ら 見 る と S 字 に カー プ し 
て いる が 、 肩 を 上 げた 際 に は この カー プ が 凶 の 輪 部 ( 赤 線 ) に 沿っ て 、 預 を 圧迫 し な いよ うに な っ て いる 。 


SG 


th| 


ミ | 隊 軒 護 更 着 写 ビー の 


8Z 


吊 皿 志 。 宇 湯 


三角 は 、 斜 め 上 か ら 見 た 時 に 鎖骨 を 介し て 繋が っ て いる こと 


= 角 筋 胸 筋 
が ある 。 こ れ ら の くぼみ の ライ ン は 肩 を 斜め 上 か ら 見 た 時 の 指標 に な る 。 


鎖 上 朋 の 上 の 鎖骨 上 高 と 、 鎖 骨 の 下 の = 


SS 


斜め 後方 か ら 見 た 肩 周辺 。 僧 帽 筋 の 中 部 と 上 部 が 
肩 の 上 面 を 作っ て いる の が 観察 で きる 。 鎖 骨 上 癌 
の 上 端 は 、 後 頭 部 まで 達し 、 毛 髪 の 短 い 痩 せ た 人 
や 高齢 者 の うな じ で よく 観察 で きる 。 


昌久 


前 


ラク 光 交 中 須 
人 M/ 


ど // 


7// 


上 腕 二 頭 筋 が 作る 力 こぶ は 、 肘 を 曲げ て 前 腕 を 回 外さ せ た 時 に 最大 限 に 収縮 する 。 筋 肉 量 の 少な い 人 は 、 反 対 
の 手 を 力 こぶ に 当て て 、 前 腕 を 回 内 ・ 回 外さ せる と 確認 で きる 。 
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腕 の 鎖 状 形態 


肩 か ら 手首 に か け て の 腕 は 、 厚 み と 幅 が 互い 違い に な っ て いる 。 そ こ か らし ば し ば 鎖 型 と 表現 され る 。 こ 
の 把握 方 法 は 腕 の 立体 感 を 素早 く 捉 える 際 に 便利 だ 。 そ の た め 、 美 術 解剖 学 で は 100 年 前 か ら 教 えら れ 続 


け て いる 。 


まっ すぐ 下ろ し た 自然 な 腕 の 姿勢 。 重 力 
に よる 下垂 と 、 筋 肉 量 の 多い 方 へ 曲がっ 
て いる 。 上 腕 は 屈筋 が 優位 な た め や や 肘 
が 曲がり 、 前 腕 で は 屈筋 が 優位 の た め 回 
内 し 、 指 が 軽く 曲がる 。 

手首 で は 重力 と 尺骨 側 の 屈筋 に よっ て 小 
指 側 に 曲がっ て いる 。 手 は 母 指 球筋 の 影 
響 で 親指 が や や 手のひら 側 を 向い て いる 。 


肘 の 折り ジワ と 位置 


肘 の 折り ジワ は 、 肘 関節 を 通過 する 横 軸 に お お むね 対応 し て いる 。 通 常 は 複数 の 浅い シワ か ら な り 、 肘 を 曲 
げた 時 に は 筋 ( 腕 先 骨 筋 ) を 押さ えつ ける 。 体 の 折り ジワ が 筋 を 横切っ て いる こと が 多い の は 、 紗 緩 し た 筋 
より も 皮膚 の 方 が 硬い た め だ 。 
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肘 の 過 伸 展 


地面 に 手 を つい た 時 自然 に 下ろ し た 時 


通常 の 腕 体重 を 加え た 過 伸 展 


子ども や 女性 の 有 対 は 、 ま っ すぐ 伸ばす と や や 後 
方 に 向かっ て 曲がる こと が 多い 。 垂 直 よ り も 後 
方 に 伸び た 状態 を 過 伸 展 と 呼ぶ 。 

美術 で て は 、 も た れ か か っ て 片手 も つい た 姿勢 な 
と で 表現 され る 。 


回 内 ・ 回 外 の バリ エー ショ ン 


回 外 教科 書 的 な 回 内 日 常 的 な 回 内 


A タ イプ の 回 内 / 回 外 B タ イプ の 回 内 / 回 外 


SW 


前 腕 の 回 内 ・ 回 外 は 、 教 科 書 で は 「 尺 骨 の 周 を 村 骨 が 回 旋 する 」 と いう 説明 が な され る 。 だ が 、 回 内 ・ 回 外 
時 に は 尺骨 も 基 王 動い て いる 。 こ れ は 肘 筋 の 収 緒 に よっ て 尺骨 が 外 転 する た めで ある 。 

と ちら の 回 内 ・ 回 外 も 日常 的 で 使う シー ン が ある 。 補足 図 の A は 、 例 えば 、 本 の ペー ジ を めく る 、 コ イン トス 
な ど 手 の ひら で 隠し た も の を 見 せる な ど 。B は 鍵 を 回 す 、 ド ライ バー で ネジ を 回 す な ど 。 
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腕 の 筋 群 の 配置 


肩 か ら 先 の 関節 を 曲げ る 筋 ( 赤 ) と 、 伸 ば す 筋 ( 青 ) を 大 ま か に 色分け する と 上 記 の よう な 範囲 に な る 。 骨 の 
周明 で 緩やか に 螺旋 を 描く 流れ が 現れ る 。 こ うし た 構造 は 、1 度 頭 の 中 で 情報 整理 する 必要 が ある 。 単 純 に 観 
察し た だ け で は 見 えな い 。 

色分け 赤 : 筋 、 青 : 伸 ば す 筋 


En の 
分 枝 部 


6 
6 と た 尺 : 
長 母 指 伸 筋 側 
で 
知 母 指 伸 筋 8 
で ょ 9 し まい で ん きん 民 
長生 指 外 転 筋 

に N 

居 本 学 和 NN い 
短 機 側 手 根 伸 筋 


親指 と 人 差し 指 の 間 を 除い て 、 手 背 (手の甲 ) に は 筋 の 膨らみ が ほとん ど な い 。 その 代わ り に 指 や 手首 を 反 ら 
す た め の 複数 の 腫 が よく 観察 で きる 。 

それ ぞ れ の 腫 は 手首 と 指 で 固定 され て お り 、 位 置 関係 が 安定 し て いる 。 自 分 の 手 や 資料 を 何 度 か 描い て 、 覚 え 
て お く と 便利 で ある 。 


長 母 指 外 転 筋 と 短 ボ 指 伸 筋 


出 


マー ご 


(の 
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親指 側 (外側 面 ) 


手 は 、 ル ネ サ ンス の 時 代 か ら 芸術 家 の “良い 練習 の 題材 "と し て 描か われ て きた 。 現 代 で も 、「 手 さえ 描 り れ ば 
一 人 前 」 と 言わ れる ほど で 、 美 術 を 学ぶ 人 た ちか ら の 番 要 は 高い 。 簡 略 化 され た アニ メー ショ ン な ど 単 純化 さ 
れ た 表現 で も 、 手 の 写実 性 は 高く 評価 され る 。 


自分 の 手 を スケ ッ チ し た ら 、 そ の 上 に 赤 鉛 筆 な ど で 内 部 構造 を 描き 込ん で みょう 。 外 側 と 内 側 の 整合 性 が と れ 
る と 形 が より 正確 に な っ て いく 。 


筋 の 収縮 は 骨 を 動か す だ け で な く 、 関 節 を 安定 させ る 働き が ある 。 例 えば 、 腫 の 長き さ を 利用 し た 「 テ ノ デ ー シ 
ス (用 固定 )] と 呼ば れる 動作 が ある 。 

手首 を 曲げ た り 反 らし た りす る 際 に 指 を 曲げ る と 手首 の 関節 が 固定 され る 。 手 首 を 曲げ る 側 で は 、 可 動 域 の 差 
が 顕著 で 、 指 を 伸ばす と 手首 が より 曲がり 、 揚 力 が 減少 する 。 


力 を 入れ た 手 


こぶ し を 掘っ た 時 に 、 軽 く 握っ た 時 ( 諾 ) と 強く 握っ た 時 ( 右 ) で は 表情 が 異な る 。 こ ぶし を 強く 握る と 、 正 


面 か ら 見 た 時 の 手の甲 側 の 輸 紗 が 変化 し 、 小 指 と 親指 が 近づく 。 
これ は 手のひら に ある 小指 球筋 と 母 指 球筋 が 収納 する た めで ある 。 権 や 剣 な ど を 掘っ た 時 に は 、 軸 の 傾斜 ( 緑 


線 ) が 変化 する 。 


指 を 開く 際 に 小指 を 押さ きえ る と 、 手 の ひら の 小指 側 の 縁 に くぼん だ シワ が で きる 。 こ れ は 短 掌 筋 (手のひら の 


緑 矢 印 ) が 収縮 する た めで ある 。 短 掌 筋 は 表情 筋 以 外 で は 珍し い 皮 膚 を 引っ 張る 「 皮 筋 ]」 で 、 手 の ひら に 力 を 
入れ た 際 の 表現 に 使用 で きる 。 
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指 の 関節 と シワ の 関係 


『 


後面 前 面 側面 曲げ た 時 の 側面 


指 の シワ は 手のひら 側 (前 面 ) と 手の甲 側 (後面 ) で 配置 が や や 異な る 。 い わ ゆ る 第 一 関節 で は 、 手 の ひら 側 
で は 関節 より 手のひら 側 に あり 、 第 二 関節 で は ほぼ 同じ 、 指 の 付け 根 で は 手のひら 側 で 関節 より も 指先 側 に 位 
置 する ( 緑 線 )。 

これ は 、 指 を 曲げ た 時 の 外 寸 と 内 寸 の 遠 位 が 異な る た め に 位置 が び ず れる 。 こ の 図 で は 「 水 か がき 」 の 位置 と 、 指 
を 曲げ た 時 に 出 っ 張 る 部 分 ( 赤 ) に も 注目 する と 良い 。 水 が き は 関節 より も か な り 遠 位 に 位置 する 。 


小指 の 骨格 と 体 表 


人 差し 指 と 親指 の 骨格 
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だ いそ ん 


赤 点 線 : 大 殿 筋 の 下 緑 


すっ こう を しま 


感 部 に 見 られ る 横 じ わ ( 成 溝 ) は 、 皮 下 の 強 東 な 結合 組織 の 線維 に よっ 
て 形作ら れる 。 こ の 結合 組織 の 線維 は 和 部 端 綱 と 呼ば れる ( 緑 矢 印 )。 
この 線維 の 外側 で は 、 大典 筋 の 下 縁 を 押さ えつ け 、 筋 の 形状 を 曲げ る 。 


大 殿 筋 の 下 縁 を 湾曲 させ る 半 部 端 網 の 線維 ( 青 線 )。 
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ト 肢 の 重心 


垂直 軸 


脚 の 軸 


や 
いい 
い 


股関節 の 位置 が 体 表 か ら 判 別 で きれ ば 、 立 っ た 時 の 下肢 の お お よそ の 重心 が 導き 出せ る 。 

通常 の 脚 (B) で は 股関節 、 距 肌 関 節 を 結ん だ 線上 に 膝 関 節 の 中 央 ( 赤 点 ) が お お よそ 重なる 。 X 脚 (A) や O 脚 (C) 
で は 膝 関節 の 中 央 か ら ず れる 。 ち な み の こ の 線 は 、 膝 下 か ら 足 首 まで を 占め る 膝 骨 の 傾斜 を チェ ッ ク す る の に も 
有益 で ある 。 
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大 腺 の 起伏 


だ いた いき ん か く 


脚 の 付け 根 に は 、 大 腸 三 角 と 呼ば れる 三角 形 に くぼん が 領域 が ある 。 筋 の 見 た 目 と 体 表 の 起伏 が 大 きく 異な る 科 
所 の 一 つ で 、 こ の 部 分 を 満た す 皮 下 脂肪 に よっ て な だ ら か に な っ て いる 。 


【 筋 の 起伏 】 【 友 下 脂肪 を 含む 起伏 】 


大 腸 の 後面 で は 、 威 部 と 膝 益 で 脂肪 景 が 増え 、 筋 の 見 
た め と 外形 が 異な っ て いる 。 
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内 股 の 筋 配置 


一 般 的 に 男性 は 筋肉 量 が 多く 、 脂 肪 が 少な い 。 そ の 結果 、 起 伏 が 明瞭 に 観察 で きる 。 解剖 図 に 男性 像 が 多い の は 、 
単に 体 表 か ら 筋 な どの 起伏 が 観察 し や すい た めで ある 。 

反対 に 、 女 性 は 筋肉 量 が 少な く 、 脂 肪 が 多い 。 筋 の 起伏 は 脂肪 に よっ て 、 さ ら に な だ ら か に な り 、 丸 み を 帯び た 
外形 に な る 。 大 腹部 周辺 は 特に 脂肪 の 蓄積 箇所 が 多く 、 筋 と 体 表 の 印象 が 異な る 。 


そ 【 


を けい ぷ ぶ 
単 径 部 の 折り ジワ 


大 懇 の 折り ジワ 


幅 の 広い 男性 の 骨盤 


滑 径 ヒダ と 恥骨 上 線 


大 腸 の 折り ジワ 


大 腹部 の 上 縁 に ある 領域 の こと を 投 径 と 言う 。 


幅 の 広い 女性 の 骨盤 


恥骨 上 線 単 径 ヒダ 


副 ヒ ダ 
大 懇 の 折り ジワ 


幅 の 角 い 女性 の 骨盤 


月 径 ヒダ と 恥骨 上 線 


大 腸 の 折り ジワ 


滑 径 部 の シワ や ヒダ は 美術 解剖 学 で は 脚 の 付け 根 に 溝 を 作る 接 径 ヒダ が 有名 だ が 、 実 際 に は 複数 の シワ が あっ て 


見 誤り や すい 。 


ーー 


N 
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ー ト < モ FF 


リ 3 YWE 


内 側面 


ン 
WU 謗 少 / 
lk の // 


全 め 


古代 ギリ シャ 彫刻 
『 ド リュ フォ ロス 』 に 
表現 され た リ シ ェ 支 帯 


リ シ ェ 支 帯 と は 、 美 術 解 剖 学 で し か 解説 きれ な い 構 造 で 、19 世紀 末 に ボー ル ・ リ シェ と いう 美術 解剖 学 の 先生 
が 実際 に 解剖 し て 確認 し 、 解 説 し た 構造 の こと で ある 。 大 脱 筋 膜 の 弓 状 支 帯 や 、 広 筋 の 支 帯 と も 呼ば れる 。 
膝 の 上 の 大 肛 四 頭 筋 を 押さ えつ ける 筋 膜 の 線維 (上 図 緑 矢印 ) で 、 膝 に 力 を 入れ る と 見 えな く な る 。 

この 潜 は 、 古代 ギリ シャ 彫刻 か ら 表 現さ れ て いた が 、 リ シェ が 解説 する まで よく わか っ て いな か っ た 。 


が そく 
共 足 、 膝 小僧 


クル ルフ リン ンジ 


ーー ニー 


選 藻 澤 
3 


膝 の 内 側面 の 膨らみ を 「 敬 足 」 と 言う 。 驚 足 は 、 締 工 筋 (前 方 )、 薄 筋 (中 央 )、 半 腫 様 筋 (後方 ) の 3 つの 筋 
で 構成 され 、 そ れ ぞ れ 上 に た どる と 脚 の 付け 根 の 上 外側 、 下 内 側 、 中 間 後 方 に 散る よう に 付着 する 。 


女性 や 子ども の 膝 は 、 顔 状 に 起 供 し て いる こと が ある た め 「 膝 小僧 (Knee cap face)」 と 呼ば れる 。 膝 小僧 を 
解剖 し て みる と 図 の よう に な る 。 


リ シ ェ 支 帯 
朋 革 下 許 肪 体 レー 評 半 脂肪 人 
朋 区 動 帯 の 膝蓋 征 帯 の 上 に で きる 
よ に で きる 横 方 向 の 潮 
の 
ーー 妥 骨 組 面 
有 和 義 


移 


ーー 


の で 
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は ん ちょ う ひ ざ 


通常 の 膝 関節 


膝 の 過 伸 展 の こと を 反 張 膝 と 言う 。 肘 の 過 促 展 と 
同様 に 特に 子ども と 女性 で 見 られ る 。 男 性 で も ダ 
ン サ ー な ど 体 の 柔らか い 人 で 見 られ る 。 つ まり 、 
性 差 と は 関係 が な い 。 

美術 で は 片足 重心 な どの 立ち 姿勢 で 表現 され る 。 
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膝 を 曲げ た 時 の 下 有 8 の 回 旋 


膝 を 伸ばし た 時 の 下肢 の 回 旋 


膝 か ら 下 の 下 乃 は 、 膝 を 伸ばし て いる と 回 旋 し な い が 、 膝 を 曲げ る と 関節 が 緩ん で 回 旋 す る 。 
膝 を 伸ばし た 状態 だ と 、 膝 関節 の 骨 の 接触 が 机 密 に な り 、 大 腸 と 一 緒 に 回 旋 す る 。 
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足首 の 角度 と 歩行 様式 


チン バン ジー の 脚 ウマ の 肢 
通常 時 の 歩行 ” ハイ ヒー ル の 歩行 バレ エ の 一 時 的 な 歩行 


動物 の 歩行 様式 は 大 ま か に 分 け て 、 か か と を つけ て 歩く 席 行 性 、 指 先 で 歩く 指 行 性 、 爪 先 で 歩く 踊 行 性 が ある 。 
人 間 は 、 場 合 に よっ て これ ら 全 て の 歩行 を 行う 。 こ の 動作 は 主 に 足首 の 距 腕 関 節 が 関わ る 。 
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美術 解 学 で 学ん だ 知 電 は 、 基 本 的 に ほ 作 品 の 
草案 段階 に 用 いら れる 。 こ と で は 草案 段階 、 す 
な わ ち ラフ や エス キー ス な ど に 応用 可能 で 、 画 
カ を 上 げ る 練習 に 最も 一 般 的 な クロ ッ キ ー の 方 
法 と 見 方 を 紹介 し て いく 。 


解剖 クロ ッ キ ー の 方 法 


1 簡易 骨格 を 描く 
頭 部 や 胸部 、 骨盤 な どの 骸 性 の 容器 は ボリ ュー ム で 捉え る 。 細 長い 骨 は 、 骨 の 長 さと 関節 の 膨らみ 、 筋 の 付 


着 部 の 出っ張り が 描け て いる と 良い 。 最 初 は モデル や 写真 な ど を 見 て 練習 し 、 慣 れ て きた ら 自 由 な プロ ボー 
ショ ン で 描い て みょう 。 描 く 時 は 肩 の 力 を 抜い て 、 お お ら か に 捉え る と 良い 。 


カオ 


2 筋 の 土台 を 描く 
輪郭 を 作る 筋 、 ま た は 骨 か ら 骨 の 出っ張り まで を 、 な る べく まっ すぐ な 線 で つなぐ 。 
この 体型 は 、 そ の 骨格 で 最も 痩せ た 状態 の 体型 に 近い 。 


へ 


5 
ャ イ 
1 


AA 


'( 
) NY 
上 
』A /N れ 
か 


3 筋 の 起伏 を 描く 
2 で 描い た 土台 に 肉 付 け を する 。 筋 を 強調 し て 膨らませ れ ば 体格 が 良く な り 、 薄 く 肉 付け すれ ば 女性 体型 や 間 
せ 型 に な る 。 筋 の 間 の くぼみ は 、2 で 描い た 土台 より も 低く な ら な い 。 
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腕 と 脚 の プロ ポー ショ ン を 見 る 姿勢 


の // 
1 


ーー 


肘 と 膝 を 前 方 に 出し て 90 度 に 曲げ た 姿勢 は 、 側 面 か ら 見 た 時 の プロ ポー ショ ン の 解説 に 使う こと が 多い 。 特 
に 上 肢 と 下肢 の 長 さ の 違い が 明瞭 に な る 。 前 に 出し た 腕 の 指先 は 一 般 的 に 頭頂 より も 高く な る が 、 長 身 で は 
より 高く 、 短 身 で は より 頭 の 高き に 近づく 。 前 に 出し た 脚 の 足 底 は 、 お お よそ 膝 下 の ラ イン 辺り に ある の が 
一 般 的 だ 。 こ れ は 長身 に な る と 下がる 。 
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の] 


に に 3 
に で 


ク 
ロ 
ツ 
i 


腰 に 手 を 当て 、 胴 体 の 逆 三角 形 の 輪郭 を 強調 する 。 こ の 姿勢 で 大 きく 息 を 吸い 込む と 、 さ ら に ポー ズ が 強調 


され る 。 
1Z 


を 上 げた 次 勢 と 逆立ち 


電 


2 つの 姿勢 の 外形 の 変化 は 、 軟 部 組織 に か か る 重力 の 影響 で ある 。 逆 立ち し た 時 に は 太もも の 筋 が た る ん で 下 
方 に 移動 する 。 動 態 は 腹部 内 臓 に よっ て 胸郭 が 押し 広げ られ 、 逆 に 下腹 部 は 細く な る 。 こ れ ら の 特徴 は 水泳 の 
飛び 込み の 際 に も 現れ る 。 肩 や 背中 の 上 肢 の 筋 は 体重 を 支え る た め に 収縮 し て 起伏 が 明瞭 に な る 。 逆 立ち を 描 
《 場合 に は 、 画 面 を 時 々 、 逆 さま に し て チェ ッ ク す る と 良い 。 
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前 屈み : 両手 で 膝 を 押さ える 。 肘 も 膝 も どちら も まっ すぐ で 、 胴 体 は 脚 と の 距離 を 調整 する 。 
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と が で きる 。 


胸 腹 部 と 大 腺 部 を 密着 させ る こ 


体育 座り : 膝 を 曲げ る と 、 


座っ た 誠 勢 と 寝転ん だ 次 勢 


座る : 曲がっ た 肘 や 膝 、 四 肢 の 間 を つなぐ 胴体 に よっ て 三角 形 の 隙間 が 現れ や すい 。 明 瞭 な 図形 は 姿勢 を 提 え 
る 際 の 指標 と し て 便利 で ある 。 


横たわっ た 姿勢 : 横たわっ た 姿勢 で は 脇腹 や 腹部 が 重力 に よっ て た わ ゼ ザ 。 脊 柱 は 骨盤 が 水平 の 時 に 、 頭 部 が 垂 
直 ま で 曲がる 。 


胴体 を ひね っ た 次 勢 、 育 中 で 手 に 触れ た 姿勢 


5 か て 


/ 
\ 〆 グ 1 
1 ) 
) 則 
NMW, 
NT 牟 ト に 
N 
/ 』 
8 すい ーー 7 大 /」 
NM っ コ へ ガ 
IfN w / 
N_Y ヽ 7 
ン ) 
1 / 
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\ ! | 1 
的 !# 
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EE \ 9 
胴体 を ひね る : まず は 和 骨盤 、 胸 部 、 頭 蓋 の 向き を チェ ッ ク し 、 る その 後 、 軟 部 組織 で 履 わ れ た 用 や 腹部 を つなぐ 


誠 球 


ク 
ロ 
レノ 
キ 
有 


背中 で 手 に 触れ る : 前 方 ( 図 左 ) で は 、 男 女 共 
に 乳頭 の 高き の 左 石 差 が 最大 に な る 。 後方 ( 図 
石 ) で は 腕 を 上 げた 側 で 肩 甲 辻 が 上 方 に 回 旋 
し 、 腕 を 下げ た 側 で は 、 肩 甲骨 が 後方 に 強く 
出 っ 張 る 。 
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の け ぞ っ た 次 勢 、 両 腕 を 広げ た 次 勢 


の け ぞ る : 上 記 の の け ぞ っ た 姿勢 は 、 前 方 で は 胴体 の 視点 が アオ リ に な り 、 後 方 で は 備 隊 に な る 。 倒 れ そ うな 
姿勢 で は バラ ンス を 取る た め に 腕 が 前 に 出る 。 前 に 腕 を 出 き な いと 足 で 踏ん 張っ た 印象 に な る 。 


両 腕 を 広げ る : 腕 が 胴体 に 重 な ら な いた め 、 胴 体 の 形 を チェ ッ ク す る の に 都合 が 良い 。 腕 が 水平 に 来る まで は 
肩 申 骨 の 位置 が ほとん ど 変 化し な い 。 3 DCG の キャ ラク ター 人 造形 も 腕 を 広げ た 姿勢 で 作ら れる こと が 多い 。 


上 肢 の 解剖 クロ ッ キ ー 


っ 


解 
削 」 
2 
| 
ツ | 
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解剖 学 的 な 姿勢 自然 な 姿勢 


上 : 後頭 部 で 手 を 組ん だ 時 の 斜め 左前 方 
下 : 後頭 部 で 手 を 組ん だ 時 の 斜め 後方 
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下肢 の 解 前 クロ ッ キ ー 


脚 を 後ろ に 引い た 姿勢 で は 、 威 部 に 力 が 入る 。 脚 を 後ろ に 引い た 側 で は 、 典 筋 が 最も 収縮 し 、 殿 溝 が 見 える 。 
上 図 の 角度 は や や アオ リ に な る 。 反対 側 の 脚 で は 、 バ ラン ス を 取る た め に 腰 か ら 膝 に か け て 力 が 入る 。 


か が ん だ 姿勢 で は 、 不 安定 に な っ た 膝 関 節 を 安定 させ る た め 、 大 股 部 の 前 面 と 後面 に 力 が 入る 。 太 乃 の 周 
囲 に は 筋 の 溝 が 強く 現れ 、 膝 容 が 周辺 の 腫 の 出っ張り に よっ て 強く く ぼ む 。 
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足 を 前 後に 開く と 脚 の 内 側面 が 見 え 
る よう に な る 。 歩く 姿 勢 と 異な る 点 
は 、 重 心 が ち ょ うど 開い た 脚 の 間 に 
ある こと 。 それ に 両足 が 地面 に 接し 
て いる こと で ある 。 古代 エジプト 美 
術 で は この 姿勢 が よく 採用 され た 。 


まっ すぐ 立っ た 姿勢 は 、 解 剖 図 と 比較 し や すい 。 笑 
め 方 向 で 見 た 時 な ど 応 用 し た 視点 で 混乱 し た 場合 
は 、 この 姿勢 を 基準 に 体 表 の 起伏 を 判別 する と 良い 。 


古典 作品 の 解剖 クロ ッ キ ー ( 丘 代 ギリ シャ ・ ロ ー マ ) 


古代 ギリ シャ 彫刻 で は 、 神 々 や 英雄 の リラ ックス し た 優雅 な 姿勢 や 、 ボ クサ ー な どの 競技 者 や 戦士 た ち も が 戦 
う シ ー ン を よく 製作 し た 。 戦 い の シ ー ン で は あら が う 姿 勢 や 、 敵 に 破れ て 崩れ た 姿勢 な ども 見 られ る 。 美術 
作品 で は 、 過 去 の 名 作 の 姿勢 を 引用 する こと が 多い 。 名 作 に は 「 映 える 」 た め の ヒ ント が 隠さ きれ て いる 。 


っ 
1 】 


| 洲 一 せ さ ロ ヾ 評 


12Z 


古典 作品 の 解剖 クロ ッ キ ー (古代 ギリ シャ ・ ロ ー マ ) 


古代 ギリ シャ 彫刻 の 体型 は 、 基本 的 に は 長身 で ある 。 
現代 の ボディ ビル ダー と 比較 し て 、 ウ エス ト 部 分 が 
太く 、 手足 は すら り と 長い 。 


128 


古代 ギリ シャ の 人 体 表 現 は 、 絵 より も 彫刻 の 方 が 形 の 歪み が 少な いこ と が 多い 。360 度 、 正 面 か ら 背 中 まで 作る 
必要 が ある た め 、 さ ま ざ ま な か 方 向 か ら 見 て も 形 の つじ つま が 合っ て いる 。 


解 
前 
ク 
ロ 
が 
キ 
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13O 


ミケ ラン ジェ ロ 以 降 の ルネ サン ス の 作例 で は 、 体 や 腕 、 脚 を 投 る 作例 が 多く 見 られ る 。 そ れ ぞ れ の ジェ ス 
チャ ー、 姿 勢 の 意味 は 、 今 日 で は 何 を 示し て いる か 読み 解き に くい が 、 力 強く 、 見 事 な 印 象 は 変わ ら な い 。 
指先 だ け 見 て も 微妙 な 動作 が 加え られ て いて 、 全 身 の 姿勢 に 意識 が 行き 届い て いる こと が わか る 。 美術 解 


判 学 的 に 難易 度 の 高い 姿勢 だ 。 


ルネ サン ス で は 、 胴 体 、 腕 、 脚 の 回 旋 と 共に 遠近 法 (短縮 法 ) を 導入 し て いる 。 紺 方 向 か ら 見 た 、 奥 行き の あ 
る 表現 が 見 られ る 。 


解 
前 
ク 
ロ 
ウル 
キ 
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体 を 失 っ た り 、 奥 行き を 感じ る 視点 で 人 体 像 を 表現 
する こと は 名 ア 易 度 が 高い 。 長 時 間 維 持 で きる ポー ズ 
で は な いた め 、 あ る 程度 、 記 憶 や 知識 で 描く 必要 が 
ある 。 記 憶 を 頼り に 表現 する 際 に 、 美 術 解剖 学 の 知 
識 は 特に 有効 と な る 。 


古典 作品 の 解剖 クロ ッ キ ー び p ッ ク の 


っ 
4. 】 


潤一 ミロ ゞ 庄 天 


ルネ サン ス の 後 の バ ロッ ク 時 代 で は 、 技 術 が 高まり 、 体 を 換 っ て 真下 や 真 上 か ら 見 た 構図 や 、 空 中 に 浮く な 
と 実際 に は 観察 し づら い 姿勢 を 表現 し て る 。 ミ ケラ ンジ ェ ロ か ら ブ プー ム と な っ た 、 虹 旋 状 の 姿勢 (美術 用 語 
で は 「 蛇 状 姿勢 )) より も さら に 発展 し た 姿勢 や 視点 を 探っ て いる 。 
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古典 作品 の 解剖 クロ ッ キ ー (バロック ) 


脇の下 や 内 股 な ど 奥 まっ た 部 分 は 、 そ の 構造 を 理解 し て お く 必 要 が ある 。 構 造 の 認識 レベ ル が 明瞭 に 現れ る 箇所 


の た め 、 作 家 の 技 術 に 差 が 出ろ ポイ ント で あっ た 。 
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(Y) ーー ゃ 0 
| 守 さ ロ ト ャ ー 呈 
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構造 観察 の 目的 に 対し て は 筋 が 発達 し た 男性 ] 
が 良い が 、 表現 の 際 に は 体型 調整 が 必要 で あ 


る 。 ス レン ダー な 体型 を 描画 する 場合 は 、 骨 


格 の 上 の 肉 付 け を 薄く 表現 する と 良い 。 


近代 美術 で 、 美 術 解剖 学 的 解説 を し や すい 作品 の 一 つ は 、 オ ー ギ ュ ス ト ・ ロ ダン の 彫刻 で ある 。 ロ ダン は 
て ケラ ンジ ェ ロ (ルネ サン ス 期 ) の 作品 に 影響 を 受け た 。 一 方 で 、 モ デル の 写真 を 資料 に し て 制作 し た 5、 
同じ 作品 を 複数 作っ て 組み 合わ せ た り (コピ ー& ペ ー ス ト )、 途 中 段階 の 作品 を 別 作 品 と し て 発表 し た り 、 
現代 的 な アイ デア を 彫刻 表現 に 導入 し た 。 
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5 
の / 


解 
前 
ク 
ロ 
レバ 
1 


近代 で は 、 写 真 の 出現 に よっ て 写実 表現 力 が 高まっ た 。 新 し い 光 学 機器 
の 出現 に よっ て 表現 者 の 目 が 養 わ れ た の で ある 。 美 術 解剖 学 も 同様 で 、 
知識 に よっ て アー ティ スト の 目 を 養う 。 


13Z 


腕 や 脚 を 閉じ た り 、 丸 まっ た 5 の 求 心 的 な ポー ズ は 、 他 者 
や 外界 に 対し て 閉ざし た 印象 に な る 。 逆 に 腕 や 脚 を 開い た 
遠心 的 な が ポーズ は 、 他 者 や 外界 に 対し て 開い た 印象 に な る 。 
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美術 作品 に お ける 手 は 、 鑑 賞 者 に メッ セー 
ジ を 伝え る 部 位 の 一 つ で ある 。 絵画 で は 、 
主 に 道具 を 握る 、 ジ ェ ス チャ ー を する な 
ど が ある が 、 彫 刻 で は 全身 の 一 部 と し て 、 
あま り 意 味 を な さ な い ポー ズ も 多い 。 

手 の 骨格 を クロ ッ キ ー す る 際 の コツ は 、 手 
の ひら の 骨格 を まとめ て 描き 、 指 の 関節 の 


、 位置 を 描く と 、 プロ ポー ショ ン が ズレ に 


くい 。 


ご 二 胃 
っ 


こぶ 
トー パ 


潤一 せ ミ ロマ 
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手 は 顔 と 同じ ょ うに 見 慣れ た 対象 
で ある の と 、 微 妙 な 動作 が 可能 な 


形 の ズレ が 目 に つき や すい 。 


た め 、 


何 度 練習 し 


初心 、 熟 練 を 問わ ず 、 
て も 発見 が ある 。 


140 


7 サイ 


ツ ツ 
シー ドッ セ と 
解剖 クロ ッ キ ー の 次 は 、 着 衣 像 か ら ヌ ー ド を 推 
測 する 練習 方 法 を 紹介 する 。 美 術 解 剖 学 で は 、 
体 表 だ け で な く 着 衣 か ら 中 身 を 透過 する 目 も 状 
う 。 こ の 方 法 は 、 自 分 が 制作 し た 人 体 像 や キャ 
ラク ター の 造形 チェ ッ ク に 有効 で ある , 


142 


着衣 像 か ら ヌ ー ド を 推測 する 方 法 


彫刻 や 絵画 で は 、 最 初 に 裸体 像 の 土台 を 作っ て (描い て ) か ら 、 そ の 上 に 衣服 を 肉 付 け する こと が よく ある 。 
衣服 の 下 の 体 の バラ ンス が ちぐはぐ に な ら な いよ ょ うに する た めで ある 。 こ の プロ セス に よっ て 、 衣 服 の 下 に 中 
身 が 詰まっ て いる よう な 視覚 効果 が 得 ら れる 。 美術 解剖 学 で 言う と ころ の 体 表 か ら 骨 格 を 推測 する 見 方 に 近い 。 
こう し た 見 方 を 習得 する た め に は 、 衣 服 と 体 の 関係 に つい て 理解 する 必要 が ある 。 本 章 で は 、 そ の 一 例 と し 
て 着衣 像 か ら 体 の 形 を 推測 する 方 法 を 紹介 する 。 

この 方 法 を 学ぶ と 、 ヌ ー ド モデ ル な 参照 し な く て も 、 ヌ ー ド クロ ッ キ ー の 練習 が で きる よう に な る 。 


衣紋 ( 服 の シワ ) の 方 向 に つい て 
衣紋 は 、 大 きく 分 け て 、 以 下 の 4 つが ある 。 


この うち 体 が 衣服 に 接触 し て いる の は 1 3 で 、4 の 下 に は 体 が な い 。 


オー ギュ スト ・ ロ ダン 『「 カ レー の 市 民 (部 分 )』 
ます 裸体 像 (写真 内 の 左 ) を 作っ て か ら 、 そ の 上 
に 衣服 を モデ リン グ (写真 内 の 右 ) し た 作例 。 筋 
の 溝 や 骨 の 起伏 な ど 、 最 終 的 に 服 で 隠れ て し まう 
細部 も きち ん と 造形 し て いる 。( ロ ダン 美術 館 、 パ 
リ 、 筆 者 撮影 ) 


「 ウ ェ ッ トド レー バリ ー」 と 呼ば れる 古代 ギリ シャ 彫刻 の 衣紋 。 体 に 沿っ た 湿っ た 布 
の よ ょ うな 表現 。 シ ワ の 谷間 が 体 の ライ ン に 接する こと で 、 中 身 が 入っ て いる よう な 視 
覚 効果 が 生じ る 。 体 を 衣服 の 下 に 推測 し た 作例 。 (大英 博物 館 、 ロ ンド ン 、 筆 者 撮影 ) 
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着衣 ヌー ドス ケッ チ ] 請 着 子 に 報 4、 寝 を べ る ) 


衣服 の シワ と 体 表 の 輪郭 で 捉え る 方 法 1 

まず は 、 頂 点 に 向かう 衣紋 ( 青 矢 昌 ) を た どり 、 体 の ライ ン が 見 える 箇所 を 探す ( 青 線 )。 

交差 し た 脚 は 、 写 真 な どの 平面 上 で は 間違え や すい 。 ま ず は 足 の 親指 を 確認 し て 左右 を 判別 する 。 交 差し た 
脚 は 、 膝 の 上 付近 を 反対 側 の 脚 が 乗り 越え る 。 横 た わっ た 姿勢 で は 、 胸 や 腹部 が 重力 に よっ て た わ む 。 そ の 
た め 立 位 よ り も 体 の 厚み が 薄く 見 える 。 


衣服 の シワ と 体 表 の 輪郭 で 捉え る 方 法 2 

布 の シワ を 探し て 頂点 も た どる ( 青 矢印 )、 体 の ライ ン が 見 える 箇所 を 抽出 する ( 青 線 )。 

衣服 で 覆 わ れ て いな い 手 や 足 か ら お お よそ の 膝 の 位置 や 肩 の 位置 を 導き 出す 。 

この 姿勢 の 場合 、 大 乃 骨 や 骨盤 が 膝 の 向こう に 隠れ て いる 。 そ の た め に 、 輪 郭 的 な スケ ッ チ で は 、 無 理 に 大 
腹部 も つなげ よう と せ ず 、 膝 と 腰 を 別々 に 捉え て も 構わ な い 。 


着 
衣 
| メ 
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衣服 の シワ と 体 表 の 輪郭 で 捉え る 方 法 3 
T シャ ツ や 丈 の 短い パン ツ で は 、 体 の 露出 部 分 が 多い 。 そ の た め 輪 郭 の 推測 が し や すい 。 こ の 場合 で も 、 衣 服 
と 体 が 接し て いる 部 分 ( 青 線 ) を 探し 、 間 の 形 を つない で いく 。 これ で お お よそ の 輸 郭 を チェ ッ ク で きる 。 


着衣 ヌー ドス ケッ チ 2 4 本 療 め 


ここ で も シワ の 方 向 を た どっ て 体 と 接し て いる 部 分 を 探る 。 シ ワリ は 、「 頂 点 」 や 「 押 きえ つけ られ た 所 」 に 生 
じ や すい 。 

足 先 、 膝 の 高 さ 、 床 面 に 接し た 殿 部 が わか れ ば お お よそ の 脚 の 形状 が 理解 で きる 。 体 の 内 向き に 閉じ た よう な 
求 心 的 な 姿勢 で は 、 肩 だ け で な く 背 中 側 の 大 部 分 の 輪郭 が 衣服 の 上 か ら 推 測 で きる 。 


14Z 


14 さ 


着衣 ヌー ドス ケッ チ 3 ( 酷 子 に 診る ) 


足 を 組ん だ 姿勢 は 、 膝 の 上 付近 に 反対 側 の 膝 褒 が 接する 。 足 の 親指 と 小指 が 隠れ て 見 えな い が 、 こ の 写真 で は 
足 の 内 側面 に ある 「 土 踏ま ず 」 が 確認 で きる 。 そ れ で も わか ら な い 場 合 は 、 靴 の 爪先 で 左右 を 確認 する 。 

護 面 の お お よそ の 形 は 、 椅 子 の 足 を た どる と 確認 で き る 。 木 製 の 座 面 の 場合 は 、 体 と の 接触 部 分 で 殿 部 が つぶ 
れ て 平ら に な り 、 そ こ か ら は ずれ た 大 有 の 輪郭 が た わ む 。 


着衣 ヌー ドス ケッ チ 4 通 う る 


畑 づ え を つい た り 、 腕 を 組む 姿勢 で は 、 肩 、 肘 、 手首 の 位置 を 探る と 良い 。 星 座 で 星 を つなぐ よう に 関節 同士 
を 結ぶ と プロ ボー ショ ン が 狂い に くい 。 前 腕 で は 先 内 と 尺 寺 の 2 本 の 骨 が あっ て (P14)、 尺 過 の 方 が 見 つけ 
や すい 。 肘 の 出っ張り ( 肘 頭 ) と 小指 の 付け 根 に ある 丸い 膨らみ (尺骨 頭 ) を 探し 、 間 を つなぐ と 尺骨 が 導き 
出せ る 。 


15o 


着衣 ヌー ドス ケッ チ 5 (k ゃ 5) 


硬い 生地 の スカ ー ト な ど 、 腰 以外 に 体 が 接し て いる 箇所 が な いも の を 描く の は 案外 に 難し い 。 ク ロッ キー で 内 
部 を 推測 する と 良い 。 輪郭 線 だ け で 描く 場合 は 、 輪郭 線 を 維持 し よう と 守り に 入っ て 、 向 こう 側 (この 場合 は 
右足 ) に 隠れ た 膝 な ど が 描き に くい 。 

Part 3 で 紹介 し た 解剖 クロ ッ キ ー を 用 いる と 、 形 や 線 の 数 を 気 に せ ず に 形 が 検討 で きる 。 


衣 メー ドス ケッ チ 6 』 際 ぁ ) 


タイ ト な デニ ム バ パン ツ は 、 体 の ライ ン が 推測 し や すい 。 下 肢 全 体 や 肩 、 手 、 首 周り が 観察 で きれ ば 、 ヌ ー ド モ 
デル を 参考 に し な く て も 、 解 前 クロ ッ キ ー の よう に 描け る ( 石 下 図 )。 こ うし た スキ ニー な 衣服 を 造形 する 場 
合 は 、 ヌ ー ド の 輪郭 の 上 に 引き 伸ばさ きれ て で きる 小 ジ ワ を 描き 込ん で いけ ば 表現 で きる 。 


[9) 


ュ と 。 


直 衣 ヌー ドス ケッ チ 7 (ふた れ て 立っ ) 


この ポー ズ で も 解剖 クロ ッ キ ー 並 み の 正確 さ で 人 体 像 が 推測 で きる 。 も た れ か か っ た 姿勢 で は 、 胴 体 の 重心 が 
両足 の 間 に な い 。 そ の た め 、 背 景 が な いと 不安 定 な 印象 与え る 。 人 体 士 背 景 で 作品 に な る 状況 の 一 つ で ある 。 


着衣 ヌー ドス ケッ チ 8 主 手 ぇ 広げる) 


窓際 な ど で は 、 逆 光 に な っ て 薄手 の 衣服 が 透け る 。 こ の 場合 は カー ディ ガン か ら 胴 体 の 輪郭 が 見 える の で 、 そ 
れ を 手掛かり に し て スケ ッ チ が で きる 。 見 えな しい 場合 は 、 威 部 と 肩 を チェ ッ ク す る と お お よそ の 割合 が 導き 出 
せる 。 
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着衣 ヌー ドス ケッ チ 9 ンカ 


ジャ ンプ に は 両足 ジャ ンプ と 片足 ジャ ンプ が ある 。 着地 
ここ で は 片足 ジャ ンプ を 図示 する 。 

蹴り 出し で は 、 後 方 の 脚 が は じ け た バネ の よう に 
まっ すぐ に な り 、 前 方 の 脚 は 着地 の 準備 の た め に 
伸び て いく 。 頂点 で は 両脚 が まっ すぐ に な り 腕 が 
真 上 に 伸び る 。 着 地 で は 前 方 の 脚 が 衝撃 を 吸収 し 
て 軽く 曲がる 。 

腕 は 、 胴 体 の バラ ンス を 取る た め に 位置 が 変化 し 
て いく 。 蹴り 出し で は 、 腕 が 胴体 より 前 方 に あり 、 
頂点 で は 両脚 の お お よそ 中 央 へ 。 着 地点 で は 胴体 
の 後方 に 移る 。 
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着衣 ヌー ドス ケッ チ 10 ゅ 。 


歩き 方 は 人 それ ぞ れ 特徴 が ある 。 と に か く バ リエ ーション が あり 、 ア ニメーション な ど で よ く 研 究 さ れ て いる 。 
この 写真 の 歩き 方 は 、 前 に 出し た 脚 を 曲げ ず に 、 脚 全体 を 振り 子 の よう に 振っ て いる 。 服 装 で 隠れ た 動き の 特 
徴 は 、 人 体 だ け 抽 出し て みる と 気づき や すい 。 


人 体 
ーー の 


人 体 プ ロ ポ ーション は 、 全 身 父 の 大 ま か な サ イ 
ズ を 把握 する た め に 重要 な 概念 で ある 。 こ とこ で 
は 古典 的 な 8 頭 身 と 標準 体型 の 7.5 頭 身 プロ ボー 
ショ ン の 他 に 、 キ ャ ラク ター 人 造形 に 重要 な 、 子 
ども か ら 大 人 まで の プロ ボー ショ ン を 紹介 する 。 
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プロ ポー ショ ン の 概説 


人 体 プ ロボ ーション は 、 頭 の 大 き さ を 用 いた 人 体 の 大 ま か な 位 置 の 把握 方 法 で ある 。 美術 解剖 学 で は 主 に 標準 
体型 の 7.5 頭 身 と 、 英 雄 体型 の 8 頭 身 で 学ぶ 。 両 者 の 違い は 脚 の 長 さ で ある 。 視 覚 効果 と し て 8 頭 身 の 方 が 長 
身 に 見 える 。 キ ャ ラク ター 表現 な ど 、 デ フォ ル メ する 場合 に は 頭 身 の 数 を 調節 する と 良い 。 
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7.5 頭 身 8 頭 身 

頭 1 っ 分 オト ガイ ( 鍵 骨 ) 頭 1 つっ 分 オト ガイ (顎骨 ) 
頭 2 っ 分 乳頭 頭 2 っ 分 乳 頭 

頭 3 っ 分 麻 頭 3 分 騰 

頭 4 っ 分 股上 頭 4 つ 分 股上 

頭 2 っ 分 膝 頭 2 っ 分 膝下 

頭 1 つ 分 肩幅 頭 1 つ 分 肩幅 

頭 2 つ 分 肘 頭 2 っ 分 肘 

頭 4 分 指先 頭 4 つ 分 指先 


年 齢 別 の プロ ボー ショ ン 


25 歳 の 成人 を 7.5 頭 身 と 設定 し 、 そ れ 以 前 の 年 齢 で キリ が 良い 頭 身 の 年齢 は お お よそ 以 下 の 通り で ある 。 
子ども の 頭 の 大 き な プ ロボ ーション は 、 デ フォ ル メ (4 一 5 頭 身 ) され た キャ ラク ター な ど で 応 用 で きる 。 


1 歳 と 成人 の 比率 を 比較 する と 、 加 齢 と 共に 頭 
部 が 小さ く な り 、 腕 や 脚 の 長 さ が 伸び る 。 句 か 
ら 恥 此 ま で の 胴体 の 比率 ( 青 線 ) は ほとん ど 変 
動 が な い 。 


図 / 1 歳児 (4 頭 身 ) と 成人 (7.5 頭 身 ) の 比率 の 比較 。 
左下 は 、 標 準 的 な 1 歳児 の 実際 の 大 き さ 。 
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